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序
　
文

第
一
章
ヒ
ュ
ー
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
批
判
（
第
四
十
一
∴
一
号
一

第
二
章
　
ヒ
ュ
ー
ム
体
系
の
哲
学
的
基
礎

　
第
一
節
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
知
覚
論
（
第
四
十
三
号
一

　
第
二
節
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
一
第
四
十
四
・
五
号
）

第
三
章
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
方
法
論

　
第
一
節
　
懐
疑
主
義
と
自
然
主
義
一
第
四
十
六
号
一

　
第
二
節
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
方
法
論

　
一
i
一
　
近
代
自
然
科
学
の
方
法
論

　
一
エ
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
実
験
的
・
経
験
的
方
法
一
以
上
第
四
十
七
号
）

　
一
一
m
一
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
歴
史
的
方
法
論
一
第
四
十
八
号
）

　
（
．
1
V
）
　
「
存
在
」
と
「
当
為
」
の
間
題

第
四
章
　
情
念
に
つ
い
て

　
第
一
節
同
一
性
の
関
係

　
第
二
節
　
「
知
覚
の
束
」
と
し
て
の
心
一
以
上
第
四
十
九
号
）

　
第
三
節
　
情
念
の
分
類

古
賀

勝
次
郎

　
第
四
節
　
間
接
的
情
念
と
直
接
的
情
念

　
第
五
節
　
必
然
と
白
由
に
つ
い
て

　
（
i
一
　
白
然
意
志
論
争

　
（
一
1
1
）
　
両
立
説
（
8
昌
寒
け
曇
＝
ω
昌
）
（
以
上
第
五
十
号
）

　
一
一
㎜
）
　
必
然
と
白
由
と
人
間
の
責
任

第
五
章
　
ヒ
ュ
ー
ム
社
会
科
学
の
基
礎

　
第
一
節
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
先
駆
者
達
（
以
上
第
五
十
一
号
）

　
第
二
節
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
論

　
一
i
）
　
合
理
主
義
道
徳
論
批
判

　
一
一
1
1
一
　
利
己
主
義
と
利
他
主
義
（
以
上
第
五
十
二
号
一

　
（
一
m
一
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
感
覚
論

　
（
1
）
　
「
白
然
」
概
念
の
転
換

　
　
　
ω
　
古
代
・
中
世
の
自
然
概
念

　
　
　
ω
　
近
代
の
白
然
概
念

　
　
　
　
川
　
合
理
主
義
の
白
然
概
念
一
以
上
第
五
十
三
号
一

　
　
　
　
㈲
　
理
神
論
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義



　
　
　
州
　
経
験
主
義
の
自
然
概
念

　
　
　
　
㈱
　
ロ
ッ
ク
・
バ
ー
ク
リ
の
自
然
概
念
一
以
上
第
五
十
四
号

〔
中
間
考
察
〕
ヴ
ィ
ー
コ
と
ヒ
ュ
ー
ム

　
　
　
は
じ
め
に

　
（
i
）
　
ヴ
ィ
ー
コ
の
基
本
命
題
一
亮
昌
冒
n
歓
o
巨
昌

　
（
エ
　
ヴ
イ
ー
コ
の
学
問
体
系

　
一
一
m
一
　
ヴ
イ
ー
コ
の
デ
カ
ル
ト
主
義
批
判

　
　
　
　
ω
　
デ
カ
ル
ト
の
幾
何
学
的
方
法
論

　
　
　
　
ω
　
ヴ
イ
ー
コ
の
デ
カ
ル
ト
主
義
批
判

　
（
、
1
V
）
　
『
新
し
い
学
」
に
お
け
る
亮
；
昌
よ
彗
巨
昌
と

　
　
　
　
～
o
く
巨
雪
3
（
以
上
第
五
十
五
号
一

　
　
　
　
い
　
ボ
イ
ル
の
機
械
論
哲
学
と
「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
」

　
　
　
閉
　
道
徳
感
覚
学
派
の
白
然
概
念

　
　
　
　
　
i
　
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
と
バ
ト
ラ
ー
（
以
上
第
五
十
六
号
）

　
　
　
　
　
一
1
1
　
F
・
ハ
チ
ソ
ン
の
目
的
論
的
自
然

　
　
　
　
一
m
　
A
・
ス
ミ
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」
（
以
上
第
五
十
七
号
一

　
　
　
ω
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
自
然
概
念
（
以
上
第
五
十
八
号
一

第
六
章
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
論

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
一
i
一

　
（
一
1
1
）

　
（
一
m
）

　
第
五
節

　
第
六
節

第
七
章

第
八
章

　
共
感
を
め
ぐ
る
議
論

　
白
我
の
社
会
的
性
質
一
以
上
第
五
十
九
号
）

　
情
念
と
共
感
一
第
六
十
号
一

　
共
感
の
拡
大

ロ
ッ
ク
と
カ
ン
ト
の
道
徳
論

共
感
の
種
類
一
以
上
本
号
、
以
下
続
く
一

拡
大
的
・
広
汎
な
共
感

　
共
感
と
道
徳
的
判
断

　
A
・
ス
ミ
ス
の
共
感
論

ヒ
ュ
ー
ム
の
正
義
論

法
理
論
と
統
治
論

第
九
章
　
近
代
の
経
済
社
会

第
四
節
　
共
感
の
拡
大

　
（
i
〕
　
ロ
ッ
ク
と
カ
ン
ト
の
道
徳
論

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
ハ
チ
ソ
ン
と
共
に
ロ
ッ
ク
か
ら
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

て
、
そ
の
認
識
論
は
、
細
部
に
お
い
て
は
と
も
角
、
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
に
極
め
て

近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
遭
徳
論
に
お
い
て
は
、
両
者
は
全
く
違
っ
た

理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
様
な
こ
と
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
カ
ン
ト
の
問

に
も
一
一
一
日
え
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
カ
ン
ト
の
自
然
の
世
界
の
認
識
論
は
、
ヒ
ュ

ー
ム
の
そ
れ
と
そ
れ
程
距
り
は
な
い
が
、
遭
徳
論
は
ヒ
ュ
ー
ム
と
全
く
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
何
故
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
は
道
徳
を
非
常
に
重
要
な
学
問
分
野
と
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

て
い
て
、
『
人
問
知
性
論
』
で
も
、
「
道
徳
は
本
来
の
学
で
あ
り
、
人
類
一
般
の

、
　
　
　
、

仕
事
で
あ
る
。
（
き
§
“
ξ
ぼ
§
“
ミ
急
ミ
竃
“
“
ミ
“
s
ミ
由
§
ぎ
婁
ミ
き
§
■

　
　
　
　
　
　
｛
娑

ミ
ミ
ぎ
篶
ミ
§
｝
）
」
と
書
い
て
い
る
。
だ
が
ロ
ッ
ク
は
、
モ
リ
ニ
ュ
ー
ク
ス

ら
友
人
達
の
再
三
の
勧
め
に
も
拘
ら
ず
、
道
徳
論
を
体
系
的
に
書
く
こ
と
は
な

く
、
色
々
の
著
書
や
論
稿
な
ど
の
中
で
、
断
片
的
に
論
じ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
〕

そ
の
意
味
で
も
ロ
ッ
ク
の
遣
徳
論
は
「
失
敗
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
し
か
し

重
要
な
の
は
そ
の
理
由
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
あ
る
意
味
で
は
ヒ
ュ
ー
ム
よ
り
も

徹
底
し
た
経
験
主
義
者
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
「
生
得
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粛
〕

念
」
（
巨
畠
蒜
己
9
）
批
判
論
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
当
然
、
ロ
ッ
ク
は
神
観
念

の
生
得
性
を
も
批
判
し
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
ロ
ッ
ク
が
断
片
的
に
書
い
た
も
の
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か
ら
窺
え
る
の
は
、
合
理
主
義
的
・
キ
リ
ス
ト
教
神
学
的
色
彩
の
す
る
遣
徳
論

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
は
、
知
識
を
大
ま
か
に
い
え
ば
論
証
的
知
識

と
蓋
然
的
知
識
の
二
つ
に
分
け
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
ロ
ッ
ク
の
蓋
然
的
知
識
を
更

に
、
立
証
的
知
識
と
蓋
然
的
知
識
に
分
け
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
ロ
ッ
ク
の

分
類
と
変
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
ロ
ッ
ク
は
、
道
徳
に
関
す
る
知
識
が
数
学
や
幾

何
学
の
知
識
と
同
じ
よ
づ
に
論
証
的
知
識
と
い
う
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
『
人

間
知
性
論
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
道
徳
的
知
識
は
数
学
と
同
じ

よ
う
に
実
在
的
絶
対
確
実
性
を
も
」
っ
て
い
る
、
「
と
い
う
の
は
、
絶
対
確
実
性

は
私
た
ち
の
観
念
の
一
致
あ
る
い
は
不
一
致
の
知
覚
に
ほ
か
な
ら
ず
、
論
証
は

他
の
観
念
す
な
わ
ち
媒
観
念
〔
な
い
し
中
間
観
念
〕
の
介
在
に
よ
る
こ
う
し
た
一

致
〔
あ
る
い
は
不
一
致
〕
の
知
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
…
：
道
徳
観
念
に
見

い
だ
さ
れ
る
よ
う
な
一
致
あ
る
い
は
不
一
致
は
す
べ
て
、
数
学
の
形
〔
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
一

図
形
〕
と
同
じ
よ
う
に
、
実
在
的
真
知
（
『
S
－
穴
昌
色
①
膏
①
）
を
産
む
だ
ろ
う
」
、

と
。　
だ
が
、
ロ
ッ
ク
が
道
徳
学
を
論
証
可
能
な
学
と
す
る
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト

教
神
学
、
デ
カ
ル
ト
に
近
い
自
我
論
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
思
考
様

式
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
「
遣
徳
性
の
真
の
根
底
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
一

あ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
神
な
る
も
の
の
意
志
と
法
だ
け
」
だ
っ
た
の
で
あ

り
、
神
の
権
威
が
そ
の
道
徳
学
の
論
証
可
能
性
を
保
証
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
ロ
ッ
ク
は
、
神
の
存
在
に
関
す
る
論
証
で
は
、
存
在
論
的
論
証
こ
そ
否
定

し
た
も
の
、
設
計
論
的
証
明
と
宇
宙
論
的
証
明
は
支
持
し
て
い
た
。
更
に
ロ
ッ

ク
の
い
う
自
我
は
、
デ
カ
ル
ト
の
そ
れ
と
略
々
同
じ
く
、
直
観
的
に
知
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
の

絶
対
確
実
な
知
識
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「
至
高
な
存
有

者
〔
す
な
わ
ち
神
〕
の
観
念
と
、
知
性
を
も
つ
理
性
的
な
存
在
者
と
し
て
の
私

た
ち
自
身
の
観
念
と
は
、
私
た
ち
の
う
ち
で
明
蜥
な
も
の
だ
か
ら
、
も
し
適
正

に
考
察
し
追
求
す
れ
ば
、
道
徳
を
論
証
で
き
る
学
の
間
に
置
け
る
よ
う
な
、
私

た
ち
の
義
務
・
行
動
の
規
則
の
根
底
を
供
与
し
た
だ
ろ
う
…
・
：
〔
論
証
で
き
る

道
徳
〕
で
は
、
：
：
：
数
学
の
帰
結
と
同
じ
よ
う
に
抗
弁
で
き
な
い
必
然
的
帰
結

に
よ
っ
て
自
明
な
命
題
か
ら
正
不
正
の
尺
度
が
…
…
証
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た

　
　
薪
一

だ
ろ
・
ユ
、
と
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
道
徳
の
観
念
は
混
合
様
相

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
混
合
様
相
は
自
然
に
作
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
問
が
作

る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
混
合
様
相
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
の
実
在
的
本
質
は
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
の

ら
れ
る
は
ず
で
、
従
っ
て
、
「
道
徳
の
こ
と
ば
が
表
す
事
物
の
精
確
な
実
在
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
囎
〕

事
実
は
完
全
に
知
る
こ
と
が
で
き
」
る
、
と
ロ
ッ
ク
は
言
う
の
で
あ
る
。
ロ
ッ

ク
の
そ
う
し
た
考
え
に
見
ら
れ
る
の
は
、
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
き
昌
昌

↓
胃
ε
昌
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
思
考
様
式
は
、
古
代
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮
〕

シ
ア
以
来
、
西
洋
に
一
貫
し
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
の
道
徳
論
が
合
理
主
義
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の

道
徳
に
関
す
る
知
識
の
確
実
性
が
神
の
権
威
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
よ
っ
て
保

証
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
ヒ
ュ
ー
ム
と
違
っ
て
神
の

存
在
に
関
す
る
設
計
論
的
証
明
、
宇
宙
論
的
証
明
を
支
持
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク

思
想
の
根
底
に
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
根
を
張
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
ロ
ッ
ク
は
デ
カ
ル
ト
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
デ
カ
ル
ト
も
神
の
存
在
に

つ
い
て
の
存
在
論
的
証
明
を
確
信
し
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
が
、
白
我
論
や
人
間
の

作
為
し
た
も
の
に
確
実
性
を
認
め
る
点
で
、
デ
カ
ル
ト
に
近
い
考
え
を
し
た
の

も
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
自
我
は
　
　
繰
り
返
す
ま
で
も



な
い
が
　
　
「
知
覚
の
束
」
で
、
デ
カ
ル
ト
や
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
と
は
全
く
違
う
も

の
で
あ
っ
た
し
、
人
問
の
作
為
し
た
も
の
に
確
実
性
を
認
め
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
ヒ
ュ
ー
ム
に
は
全
然
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
カ
ン
ト
に
つ
い
て
も
ロ
ッ
ク
と
同
様
な
こ
と
が
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
。
即
ち
、
カ
ン
ト
の
白
然
界
に
関
す
る
認
識
論
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
そ
れ
と
そ

れ
程
の
距
り
は
な
い
け
れ
ど
も
、
道
徳
論
に
お
い
て
は
、
両
者
は
全
く
異
な
る
、

と
。
勿
論
カ
ン
ト
は
、
ロ
ッ
ク
と
違
っ
て
、
神
の
存
在
に
関
し
て
、
存
在
論
的

証
明
だ
け
で
な
く
、
字
宙
論
的
証
明
も
設
計
論
的
証
明
も
批
判
し
て
お
り
、
カ

ン
ト
に
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
的
色
彩
は
顕
著
に
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
カ
ン
ト

に
は
「
自
然
の
意
図
」
（
Z
津
…
き
ω
ざ
巨
）
、
「
自
然
の
計
画
」
（
3
ω
＝
嘗
箒
『

z
算
員
）
と
い
っ
た
考
え
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ヴ
イ
ー
コ

の
「
摂
理
」
（
肩
O
く
巨
昌
蔓
）
の
ご
と
き
働
き
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
の

「
構
成
」
（
穴
O
畠
言
9
ま
自
）
の
概
念
も
、
ヴ
ィ
ー
コ
の
亮
；
昌
↓
彗
言
昌
に
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
四
十
歳
の
頃
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
に
触
れ
、

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』
（
、
ミ
亀
o
§
§
s
§
“
ぎ
ミ

㌧
ミ
§
§
ミ
膏
§
き
ざ
喜
壱
尋
ミ
o
。
ω
）
の
序
言
の
中
で
、
カ
ン
ト
は
そ
の
時

の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
率
直
に
告
白
し
て
い
る
。
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
警
告
こ
そ

十
数
年
前
に
初
め
て
私
を
独
断
論
の
微
睡
（
o
o
庄
巨
昌
昌
胃
）
か
ら
眼
ざ
め
さ
せ
、

思
弁
哲
学
の
領
域
に
お
け
る
私
の
研
究
に
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
0
〕

方
向
を
与
え
て
く
れ
た
」
、
と
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
・
ヴ
ォ
ル
フ
流
の
合
理
主
義

を
信
じ
て
い
た
カ
ン
ト
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
経
験
主
義
に
出
会
っ
て
、
そ
れ
が
独

断
論
（
U
o
σ
弓
昌
き
ω
昌
；
）
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー

ム
の
経
験
主
義
を
す
べ
て
受
け
容
れ
た
の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム
の

経
験
主
義
に
懐
疑
論
（
o
o
ぎ
呂
ω
昌
豪
）
を
嗅
ぎ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
以
来
カ
ン

ト
は
、
独
断
論
と
懐
疑
論
の
両
者
を
克
服
す
べ
く
、
長
い
苦
し
い
思
索
を
続
け

た
。
そ
の
結
果
が
一
七
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
純
粋
理
性
批
判
」
（
奉
“
§
き
、

ミ
ぎ
§
さ
§
§
§
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
読
み
易
く
す
る
た
め
書
き
改

め
ら
れ
た
の
が
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
、
純
粋
理
性
の
本
来
の
課
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
一

「
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
綜
合
判
断
は
ど
う
し
て
可
能
で
あ
る
か
」
に
あ
る
と
し
、
そ

の
可
能
性
を
証
明
し
た
こ
と
で
、
独
断
論
と
懐
疑
論
の
双
方
を
克
服
で
き
た
と

考
え
た
。
そ
こ
で
ヒ
ュ
ー
ム
は
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
。

「
件
の
課
題
の
解
決
に
最
も
近
づ
い
た
の
は
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
で
あ
る
。

し
か
し
彼
と
て
も
、
こ
の
課
題
を
十
分
明
確
に
考
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

こ
の
課
題
が
普
遍
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
考
え
及
ん
だ
の
で
も
な
く

て
、
生
起
し
た
結
果
を
そ
の
原
因
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
綜
合
的
命
題
（
肩
－
目
－

○
宣
＝
昌
畠
易
竺
冨
ω
。
因
果
性
の
原
理
、
或
は
因
果
律
）
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
そ

れ
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
か
か
る
命
題
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に

は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
得
た
、
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
だ
か
ら
彼
の
推
論
に
従
う
と
、
我
々
が
形
而
上
学
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
は

す
べ
て
、
実
際
に
は
ま
っ
た
く
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
や
、
ま
た
習
慣
に
よ

っ
て
見
か
け
だ
け
の
必
然
性
を
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
理
性
の
真
正
な
洞
察

と
思
い
誤
っ
た
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
ヒ
ュ
ー

ム
が
、
我
々
の
提
出
し
た
課
題
は
普
遍
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
い
た
な
ら
、
彼
は
一
切
の
純
粋
哲
学
を
破
壊
す
る
よ
う
な
か
か
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憂
一

る
主
張
を
思
い
つ
き
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
。

　
以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
を
自
己
の

体
系
の
枠
組
み
の
中
で
位
置
づ
け
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
こ
で
、

カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
つ
い
て
説
こ
う
と
か
、
カ
ン
ト
と
ヒ
ュ
ー
ム
の

認
識
論
を
比
較
検
討
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
も
の
は
、
既
に

汗
牛
充
棟
た
だ
な
ら
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
屋
上
屋
を
架
す
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
を
か
な
り
正
確
に

理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
と
カ
ン
ト
の
そ

れ
と
の
間
に
は
そ
れ
程
の
距
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ト
研
究
者

に
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
者
で
も
あ
っ
た
K
・
ス
ミ
ス
が
夙
に
指
摘
し
て
い
る
こ

と
だ
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
性
論
』
は
、
刊
行
後
多
く
の
批
判
に
晒
さ
れ
て
き
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
全
て
誤
読
に
よ
る
も
の
で
、
同
著
を
は
じ
め
て
正
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
一

理
解
し
得
た
の
は
カ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
以
前
の
ヒ
ュ
ー
ム
批
判

が
い
か
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
著
作
の
誤
読
の
上
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
は
、
カ

ン
ト
自
身
も
認
識
し
て
い
た
。
カ
ン
ト
は
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』
の
序
言
の
中
で
以

下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
そ
も
そ
も
の
始
め
か
ら
、
形
而
上
学
に
好
意
を

寄
せ
て
い
な
い
運
命
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
誰
か
ら
も
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
こ
と

を
欲
し
な
か
っ
た
。
正
面
き
っ
て
彼
に
反
対
す
る
リ
ー
ド
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
、
ビ

ー
テ
ィ
は
も
と
よ
り
、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ま
で
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
提
供
し
た
課
題

の
最
も
重
要
な
点
を
こ
と
さ
ら
に
看
過
し
、
彼
が
疑
っ
た
当
の
事
柄
を
一
般
に

承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
見
な
し
、
こ
れ
に
反
し
て
彼
が
疑
っ
て
み
よ
う
と
も

し
な
か
っ
た
こ
と
を
激
し
い
調
子
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
不
遜
き
わ
ま
る
態
度
で

　
　
　
　
　
籔
一

証
明
し
て
み
せ
」
た
、
と
。

　
し
か
し
、
自
然
の
世
界
か
ら
道
徳
の
世
界
へ
と
移
る
と
、
カ
ン
ト
の
議
論
は

ヒ
ュ
ー
ム
の
そ
れ
と
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
違
っ
た
も
の
に
な
る
。
自
然
の
世

界
に
お
い
て
、
あ
れ
程
厳
し
く
理
性
の
越
境
を
戒
し
め
た
カ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、

道
徳
の
世
界
で
は
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
理
性
に
対
し
何
ら
の
制
約
も
認
め
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
政
治
哲
学
者
で
カ
ン
ト
研
究
者
で
も
あ
っ
た
A
・
D
・
リ

ン
ゼ
イ
も
い
う
よ
う
に
、
「
も
し
『
純
粋
理
性
批
判
』
が
、
思
惟
の
領
域
に
お
け

る
理
性
の
無
能
を
議
論
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
『
実
践
理
性
批
判
』
は
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粛
〕

践
の
領
域
に
お
け
る
理
性
の
主
権
を
肯
定
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

カ
ン
ト
の
道
徳
理
論
は
、
著
し
く
合
理
主
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
て
、
ヒ
ュ
ー

ム
の
そ
れ
と
は
非
道
く
異
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
実
践
理
性
批
判
』
の
三

年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』
一
皐
§
ミ
翁
§
的
N
ミ
き
、
§
書
宗

き
、
ω
ミ
§
L
べ
o
。
蜆
）
の
匡
言
の
中
で
、
例
え
ば
、
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
或
る
法
則
が
道
徳
的
に
（
生
言
う
の
は
、
責
任
の
根
拠
と
し
て
）
妥

当
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
法
則
は
絶
対
的
必
然
性
を
帯
び
ね
ば

な
ら
な
い
」
、
道
徳
的
命
令
は
、
人
問
だ
け
で
な
く
、
「
人
問
以
外
の
す
べ
て
の

理
性
的
存
在
者
」
に
も
通
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
「
責
任
の
根
拠
は
…
：
人
間

の
白
然
的
性
質
や
人
間
を
取
り
ま
く
世
間
的
環
境
に
求
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
必
ず
純
粋
理
性
の
諸
概
念
に
の
み
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
求
め
ら
れ

　
　
　
　
　
粛
一

ね
ば
な
ら
な
い
」
、
と
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
れ
ら
の
何
れ
の

議
論
も
斥
け
て
い
る
。

　
カ
ン
ト
は
そ
の
道
徳
論
に
お
い
て
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
つ
い
て
殆
ど
言
及
し
て

い
な
い
の
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
理
論
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
理
論
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ハ
チ
ソ
ン



の
道
徳
感
覚
論
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ン
ト
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
理

論
に
批
判
的
だ
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
も
決
し
て
間
違
い
な
い
。
カ
ン
ト
は

一
七
六
〇
年
代
前
半
、
ハ
チ
ソ
ン
か
ら
か
な
り
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
が
、

確
立
さ
れ
た
カ
ン
ト
の
遭
徳
理
論
は
ハ
チ
ソ
ン
の
道
徳
感
覚
論
を
斥
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
カ
ン
ト
は
、
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』
の
あ
る
注
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
は
、
道
徳
的
感
情
と
い
う
原
理
を
、
や
は
り

幸
福
の
原
理
（
3
ω
軍
巨
N
号
宗
『
Ω
巨
o
雰
①
－
耐
ぎ
ε
に
算
え
る
。
お
よ
そ
い
か

な
る
経
験
的
関
心
も
、
け
っ
き
ょ
く
何
か
或
る
も
の
が
我
々
に
与
え
る
快
適
に

よ
っ
て
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
…
：
。
同
様
に
我
々
は
、
他
人
の
幸
福
を
念
と
す

る
同
情
の
原
理
を
、
ハ
チ
ソ
ン
と
共
に
、
彼
の
想
定
し
た
道
徳
的
感
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
一

（
目
O
冨
5
9
睾
望
旨
）
に
算
え
ざ
る
を
得
な
い
」
、
と
。
そ
し
て
、
『
人
倫
の
形

而
上
学
』
（
き
、
§
ξ
｝
§
き
、
吻
ミ
§
L
べ
彗
）
の
第
二
部
「
徳
論
」
の
「
序
言
」
に
お

い
て
、
ハ
チ
ソ
ン
等
を
さ
す
と
解
さ
れ
る
幸
福
論
者
の
説
を
批
判
し
て
、
幸
福

論
者
は
、
「
論
理
的
根
拠
を
循
環
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
が
幸
福
で

（
又
は
内
的
に
浄
福
で
）
あ
る
こ
と
を
期
待
し
得
る
の
は
、
彼
が
自
己
の
義
務
を

遵
守
し
た
と
白
覚
し
て
い
る
場
合
に
の
み
で
あ
る
。
然
る
に
彼
が
白
己
の
義
務

の
実
行
に
動
か
さ
れ
得
る
の
は
、
彼
が
自
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
幸
福
に
な
る
で
あ

ろ
う
と
予
見
す
る
場
合
に
の
み
で
あ
る
。
　
　
併
し
な
が
ら
こ
の
誰
弁
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮
一

は
ど
う
し
て
も
矛
盾
が
あ
る
」
、
と
。

　
カ
ン
ト
は
何
故
、
ハ
チ
ソ
ン
の
道
徳
理
論
を
批
判
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
ハ
チ
ソ
ン
の
道
徳
感
覚
論
が
幸
福
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
結
局
、
仮
言
命
法
（
耳
君
9
①
募
o
ぎ
二
昌
肩
冨
↓
ξ
①
）
だ
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
、
道
徳
法
則
は
、
室
言
命
法
（
ぎ
8
電
ま
o
ぎ
二
昌
肩
冨
一
一
＜
①
）
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
カ
ン
ト
は
説
く
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
仮
一
一
一
臼

的
命
法
は
あ
る
特
定
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
ど
ん
な
行
為
を
必
要
と
す
る

か
を
教
え
る
命
法
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
目
的
を
放
棄

す
る
な
ら
ば
、
何
時
で
も
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
訓
戒
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
定
言
命
法
は
、
無
条
件
的
命
法
で
あ
り
す
べ
て
の
道
徳
の
源
泉
で

あ
っ
て
、
例
え
ば
、
汝
の
意
志
の
格
率
が
、
常
に
同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理

と
し
て
妥
当
し
得
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
（
＝
彗
自
①
竃
と
簑
豊
①
峯
簑
－
冒
①

o
9
毒
ω
幸
昌
8
ω
オ
宗
冨
①
－
↓
昌
笹
9
9
巴
ω
勺
ユ
冒
旨
①
巨
雪
閏
－
后
昌
①
巨
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
筥
一

Ω
窃
g
鍔
①
一
U
…
閑
σ
弓
①
－
一
彗
斤
α
昌
①
・
）
、
と
い
つ
た
こ
と
に
な
る
。

　
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
道
徳
法
則
は
実
践
理
性
が
与
え
る
命
令
で
あ
る
。
そ
れ

は
理
性
自
身
の
立
法
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
だ
が
、
一
体
実
践
理
性
は
何
に
よ

っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
デ
カ
ル
ト
は
、
数
学
に
お
け
る
絶

対
確
実
性
は
神
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
だ
が
、
数
学
に
お
け
る

命
題
は
証
明
が
可
能
な
の
で
、
神
に
よ
る
証
明
は
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
説
明
で

き
る
こ
と
が
、
そ
の
命
題
の
絶
対
確
実
性
を
保
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、

カ
ン
ト
の
道
徳
法
則
は
証
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
批
判
し
た
ハ
チ

ソ
ン
は
、
道
徳
規
則
が
論
証
可
能
と
は
認
め
な
い
反
合
理
主
義
者
で
、
合
理
主

義
道
徳
論
に
対
抗
し
て
道
徳
感
覚
説
を
唱
え
た
の
だ
が
、
そ
の
核
で
あ
る
道
徳

感
覚
（
昌
o
邑
ω
彗
ω
①
）
は
、
神
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
チ

ソ
ン
は
そ
う
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
規
則
に
権
威
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
も

し
、
カ
ン
ト
の
実
践
理
性
が
神
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
も
の
で
あ
れ
ば
、
実
践
理

性
が
命
令
す
る
道
徳
法
則
も
権
威
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
そ
の
道
徳
法
則
も
主
観
的
な
も
の
と
見
傲
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
か
も
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し
れ
な
い
。

　
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
宗
教
は
道
徳
の
要
請
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

神
の
存
在
も
理
性
道
徳
の
要
請
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
カ
ン
ト
の

思
想
の
根
底
に
、
「
自
然
の
意
図
」
、
「
自
然
の
計
画
」
と
い
っ
た
観
念
が
横
た
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
観
念
が
、
ヴ
イ
ー
コ
の
摂
理
ほ
ど

で
は
な
い
に
し
て
も
、
世
界
に
お
い
て
あ
る
働
き
を
し
て
い
る
、
と
カ
ン
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎜
一

考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
全
く
仮
説
の
域
を
出
な
い
が
、
カ

ン
ト
の
実
践
理
性
に
権
威
を
賦
与
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
白
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
自
然
は
、
神
と
は
勿
論
違
う
け
れ
ど
も
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
・
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
達
や
理
神
論
者
達
の
使
っ
た
白
然
と
同
程
度
の
権
威
を

有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
白
然
の
計
画

と
い
っ
た
観
念
が
、
数
学
上
の
構
成
主
義
の
考
え
と
結
び
つ
き
、
べ
ー
コ
ン
と

同
様
、
ペ
レ
ス
ニ
フ
モ
ス
の
い
う
制
作
者
の
知
識
論
（
ζ
洋
撃
、
ω
ぎ
o
皇
＆
鷺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
〕

を
作
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
第
二
版
序

文
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
自
然
科
学
者
た
ち
は
次
の
こ
と
を

知
っ
た
、
即
ち
　
　
理
性
は
自
分
の
計
画
に
従
い
、
み
ず
か
ら
産
出
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
し
か
認
識
し
な
い
、
－
ま
た
理
性
は
一
定
不
変
の
法
則
に
従
う
理

性
判
断
の
諸
原
理
を
携
え
て
先
導
し
、
自
然
を
強
要
し
て
自
分
の
問
い
に
答
え

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
ま
た
実
験
は
、
理
性
が
か
か
る
原
理
に
よ
っ
て
案
出

し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
理
性
は
こ
の
よ
う
な
原
理
を
一
方
の
手
に
握
り
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
実
験
を
他
方
の
手
に
も
っ
て
、
自
然
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
…
…
そ
の
場
合
に
理
性
は
、
生
徒
の
資
格
で
は
な
く
し
て
、
裁
判

官
の
資
格
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。
…
…
裁
判
官
に
な
る
と
、
彼
は
自
分
の
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
〕

す
る
質
問
に
対
し
て
、
証
人
に
答
弁
を
強
要
す
る
こ
と
に
な
る
」
。
ヒ
ュ
ー
ム

に
は
以
上
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
ロ
ッ
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
認
識
論

は
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
と
そ
れ
程
の
違
い
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
両
者
の
道
徳
論

は
非
常
に
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
カ
ン
ト
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
認
識
論
を
正
確

に
理
解
し
得
た
最
初
の
思
想
家
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
自
然
の
世
界
に
つ
い

て
の
両
者
の
認
識
論
は
か
な
り
近
い
の
で
あ
る
が
、
道
徳
論
は
全
く
と
い
っ
て

よ
い
程
違
っ
て
い
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
論
が
、
ク
ラ
ー
ク
や
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
合
理
主
義
者
達
の
そ
れ
と
異
な
る
の
は
当
然
だ
が
、
経
験
主

義
者
で
あ
る
ロ
ッ
ク
や
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
・
ヴ
ォ
ル
フ
流
の
合
理
主
義
を
克
服

し
た
は
ず
の
カ
ン
ト
な
ど
の
道
徳
論
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
そ
れ
と
大
き
く
違
っ
て
い

る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
そ
の
手
懸
り
は
、
ロ
ッ
ク
や
カ
ン
ト
の
道

徳
論
が
著
し
く
合
理
主
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
彼
等
の
道
徳
論
が
合
理
主
義
的
色
彩

を
帯
び
て
い
る
の
は
、
そ
の
道
徳
論
に
確
実
性
を
あ
る
権
威
が
賦
与
し
て
い
る

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
権
威
が
神
で
あ
り
自
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で

は
、
ロ
ッ
ク
や
カ
ン
ト
も
、
ク
ラ
i
ク
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
な
ど
と

同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
違
っ
て
い
る
の
は
、
後
者
の
思
想
家
達
が
、
強

く
道
徳
理
論
の
論
証
可
能
性
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
前
者
の
思
想
家
達
は
、

謙
虚
に
慎
重
に
主
張
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
後
者
の
思
想
家
達
が
道
徳
理
論
の

論
証
可
能
性
を
強
く
主
張
し
た
の
は
、
自
然
の
世
界
と
道
徳
の
世
界
を
全
く
区

別
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
の
道
徳
論
が
著
し
く
合
理
主
義
的
色
彩
を
帯
び
た
の
は
、
例
え
ば
口



ッ
ク
が
神
の
存
在
の
設
計
論
的
証
明
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
、
神
の
設
計
の
中

に
道
徳
規
範
の
絶
対
確
実
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
カ
ン
ト
は
神
の
存
在
に
つ
い
て
の
設
計
論
的
証
明
は
こ
れ
を
批

判
・
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
、
宗
教
に
お
け
る
信
仰
の
対
象
と
し

て
の
神
は
信
じ
て
い
た
。
だ
が
、
カ
ン
ト
の
哲
学
に
お
い
て
は
、
神
の
存
在
は

理
性
道
徳
の
要
請
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
カ
ン
ト
の
哲
学
の
中

に
は
、
神
の
意
図
と
か
神
の
設
計
と
い
っ
た
観
念
は
出
て
こ
な
い
。
そ
の
代
り

に
、
自
然
の
意
図
、
設
計
と
い
う
観
念
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
い
ま
少
し
く

詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
上
述
の
ご
と
く
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
は
、
白
然
は
現
象
の
総
体
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
必
然
的
法
則
が
貫
徹
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、
自
然
の
意
図

と
か
計
画
と
い
っ
た
考
え
は
現
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
人
間
は
そ
う
し
た
自
然

に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
問
は
自
然
と
消
極
的
関
係
を
有
し
て
い
た
。

即
ち
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
認
識
論
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
認
識
論
の
圧
倒
的
影
響
下

に
著
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
は
現
れ
て
い
な
か

っ
た
自
然
の
意
図
や
計
画
と
い
っ
た
概
念
は
、
同
著
刊
行
後
、
僅
か
三
年
に
し

て
書
か
れ
た
「
世
界
公
民
的
見
地
に
お
け
る
一
般
史
の
構
想
」
（
、
、
冨
9
彗
9
弓
『

竺
σ
目
①
昌
①
ヲ
彗
Ω
霧
o
巨
o
軍
①
巨
考
①
岸
巨
『
零
昌
9
胃
＞
げ
ω
一
9
戸
．
、
ミ
o
o
ト
）
の
中

に
現
れ
、
し
か
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
同
論
文
で
カ
ン
ト
は
、

人
類
史
は
、
自
由
の
歴
史
で
あ
っ
て
、
自
然
の
意
図
・
計
画
の
遂
行
過
程
、
つ

ま
り
「
摂
理
」
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
ヴ
ィ
ー
コ
の

歴
史
哲
学
に
か
な
り
近
い
考
え
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
自

由
も
理
性
も
自
然
が
賦
与
し
た
の
で
あ
り
、
人
類
史
は
、
諸
個
人
が
意
識
し
て

い
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
白
然
の
意
図
・
計
画
の
漸
進
的
な
遂
行
過
程
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
全
人
類
の
な
か
に
完
全
な
公
民
的
連
合
を
形
成
せ
し
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
偏
一

と
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
『
道
徳
形
而
上
学
原

論
』
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
上
の
論
文
で
は
、
自
然
の
意
図
と
道
徳
性
と
の

関
係
が
あ
ま
り
詳
し
く
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
『
道
徳
形
而
上
学

原
論
』
で
は
、
か
な
り
ハ
ッ
キ
リ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
同
著
第
一
章

の
「
善
意
志
」
互
自
管
帯
『
幸
昌
①
）
を
扱
っ
た
と
こ
ろ
で
、
理
性
が
人
間
に
賦
与

さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
人
間
な
ど
の
よ
う

な
有
機
体
で
は
、
そ
の
賦
与
さ
れ
て
い
る
白
然
的
素
質
は
、
白
分
の
目
的
に
最

も
適
合
し
た
道
具
だ
け
が
具
わ
る
。
と
こ
ろ
で
、
も
し
、
人
間
に
理
性
を
与
え

た
「
白
然
の
本
来
の
目
的
」
が
、
白
分
の
幸
福
に
の
み
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
「
白
然
の
意
図
」
と
し
て
は
拙
劣
で
あ
っ
た
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
白
分
の
幸

福
達
成
に
お
い
て
は
、
理
性
よ
り
も
本
能
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
貢
献
す
る

か
ら
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
「
理
性
は
、
実
践
的
能
力
　
　
換
言
す
れ
ば
、

意
志
に
影
響
を
及
ぼ
す
能
力
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
白

然
が
自
然
素
質
を
遍
く
頒
与
す
る
に
際
し
て
、
例
に
よ
り
合
目
的
な
方
法
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

っ
た
と
す
れ
ば
、
理
性
の
真
の
使
命
は
、
何
か
ほ
か
の
意
図
を
達
成
す
る
手
段

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
し
て
で
は
な
く
て
、
そ
れ
白
体
善
で
あ
る
よ
う
な
意
志
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
一

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
要
す
る
に
、
理
性
の
真
の
使
命
は
、
実
践
的
道
徳

的
使
用
に
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
か
よ
う
な

議
論
が
、
「
自
然
の
意
図
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
し
た
白
然
が
目
的
論
的
自
然
概
念
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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そ
し
て
『
判
断
力
批
判
』
（
ミ
“
§
、
ミ
ミ
ミ
奪
、
§
ニ
ベ
⑩
o
）
に
到
っ
て
、
白

然
の
目
的
論
的
色
彩
は
も
っ
と
明
瞭
に
出
て
く
る
。
人
間
は
道
徳
的
存
在
者
で

あ
っ
て
、
単
な
る
「
白
然
目
的
」
（
Z
斗
胃
姜
①
鼻
）
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
「
自
然

の
究
極
目
的
」
（
－
邑
N
峯
①
鼻
宗
『
Z
斗
胃
）
と
見
傲
さ
れ
る
。
「
世
界
に
お
け
る

物
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
実
在
に
関
し
て
依
存
的
存
在
者
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

目
的
に
従
っ
て
は
た
ら
く
よ
う
な
最
高
の
原
因
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
人
問

こ
そ
創
造
の
究
極
目
的
で
あ
る
。
…
…
道
徳
性
の
主
体
と
し
て
の
人
間
に
お
い

て
の
み
、
目
的
に
関
す
る
無
条
件
的
な
立
法
が
見
出
さ
れ
得
る
、
そ
し
て
か
か

る
立
法
こ
そ
人
問
を
し
て
究
極
目
的
　
　
婆
言
す
れ
ば
、
全
自
然
が
目
的
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
一

に
そ
れ
に
従
属
し
て
い
る
よ
う
な
目
的
た
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
」
。
そ
れ
故
、

遣
徳
的
法
則
に
適
う
よ
う
な
究
極
的
目
的
を
設
定
す
る
た
め
に
は
、
世
界
創
造

者
と
し
て
の
神
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
カ
ン
ト
は
説
く
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
は
、
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
（
§
§
§
膏
§
専
｛
＆
§
ニ
ベ
竃
）

に
も
引
き
継
が
れ
る
。
「
人
問
も
（
感
性
的
存
在
者
と
し
て
）
共
に
属
し
て
い
る

白
然
の
機
械
に
は
、
自
然
の
存
在
の
根
底
に
す
で
に
横
た
わ
っ
て
い
る
形
式
が

見
出
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
形
式
を
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
を
規
定
す
る
世

界
創
造
者
の
目
的
を
そ
の
背
後
に
置
か
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
盃
〕

が
、
こ
う
し
た
世
界
創
造
者
に
よ
る
予
定
が
一
般
に
（
神
的
な
）
摂
理
と
呼
ば
」

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
カ
ン
ト
の
思
想
の
根
底
に
は
、
神
の

存
在
あ
る
い
は
白
然
の
意
図
と
い
っ
た
考
え
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
や
、
最
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
と
言
っ
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
何
故
と
い
う

に
、
カ
ン
ト
の
最
初
期
の
著
作
＝
般
白
然
史
と
天
体
の
理
論
』
（
き
雪
§
＆
ミ

き
§
轟
雨
竃
ミ
き
ミ
§
軋
§
§
、
“
～
き
｝
串
ぎ
§
募
二
曽
蜆
）
で
は
、
自
然
の
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
w
〕

と
し
て
の
神
、
世
界
建
築
者
と
し
て
の
神
が
前
面
に
出
て
い
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
「
世
界
公
民
的
見
地
に
お
け
る
一
般
史
の
構
想
」
以
後
の
諸
作
品
で
は
、

神
は
極
め
て
抑
制
さ
れ
た
形
で
し
か
現
れ
な
い
。
白
然
、
自
然
の
意
図
・
計
画

と
い
っ
た
概
念
が
神
に
代
っ
て
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
純
粋
理

性
批
判
』
で
は
、
自
然
の
意
図
と
か
自
然
の
計
画
と
い
う
考
え
も
前
面
に
は
勿

論
、
後
景
に
も
出
て
こ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
主
著
と
い
わ
れ
る

『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、
カ
ン
ト
の
全
体
系
か
ら
す
れ
ば
寧
ろ
　
　
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
　
　
、
異
質
の
構
造
を
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
問
題
は
、
何
故
カ
ン
ト
の
道
徳
論
が
合
理
主
義
的
色
彩
を

帯
び
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
結
局
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
道
徳
的
法

則
を
命
ず
る
実
践
理
性
に
権
威
を
与
え
て
い
る
の
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ロ
ッ
ク
の
場
合
、
そ
の
道
徳
論
が
合
理
主
義
的
で
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に

神
の
権
威
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
神
の
権
威
が
最
終
的
に
す
べ
て
の
人
々
の
承
認

す
る
も
の
と
し
、
適
徳
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
懐
疑
も
払
拭
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
が
道
徳
を
数
学
の
よ
う
に
論
証
可
能
な
も
の
と
説
い
た
の
は

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ロ
ッ
ク
は
そ
こ
ま
で
は
一
一
一
日
わ
な
か
っ
た
。
ロ

ッ
ク
は
ま
だ
、
そ
う
い
う
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
研
究
を

も
っ
と
深
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理

性
』
（
§
“
き
§
§
s
ミ
§
§
ミ
9
，
h
ぎ
ミ
貫
崖
竃
）
は
、
『
人
問
知
性
論
」
刊

行
後
五
年
し
て
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
六
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
ま
た
七
十
歳
を

過
ぎ
た
頃
か
ら
パ
ウ
ロ
書
簡
の
注
解
に
心
血
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
『
パ
ウ
ロ

書
簡
注
解
』
∫
き
§
慧
§
竃
s
ミ
き
§
§
“
ぎ
雨
導
費
麦
ミ
睾
き
ミ
）
は
死



後
出
版
さ
れ
た
。
か
よ
う
な
ロ
ッ
ク
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
の
場
合
に
は
、
神
は

そ
れ
程
前
面
に
出
て
は
い
な
い
。
神
が
前
面
に
出
て
い
た
の
は
最
初
期
の
頃
だ

け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
カ
ン
ト
が
、
生
涯
一
貫
し
て
、
神
あ
る
い
は
神
の
存
在

に
強
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
だ
が
、
『
純
粋

理
性
批
判
』
以
後
、
神
を
前
面
に
押
し
出
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
神
に
代
っ
て
、
抑
制
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
自
然
が
、
カ
ン
ト
体
系
の
中

で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
白
然
の

背
後
に
神
の
権
威
が
存
在
し
て
い
る
の
も
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
結
論
を
言

え
ば
、
カ
ン
ト
の
道
徳
論
が
合
理
主
義
的
な
も
の
に
な
り
、
そ
し
て
そ
う
さ
せ

て
い
る
実
践
理
性
に
権
威
を
賦
与
し
て
い
る
の
が
そ
の
よ
う
な
自
然
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ロ
ッ
ク
や
カ
ン
ト
の
道
徳
論
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
論
と

ま
る
で
異
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
一
↓
　
共
感
の
種
類

　
中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
は
、
こ
れ
を
学
問
体
系
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、

（
キ
リ
ス
ト
教
）
神
学
か
ら
人
間
学
へ
の
移
行
で
あ
る
。
そ
し
て
神
学
か
ら
人
問

学
へ
の
移
行
は
、
神
学
に
お
い
て
頂
点
の
座
に
あ
っ
た
神
の
脱
落
過
程
で
あ
っ

て
、
神
が
完
全
に
脱
落
し
て
、
真
の
意
味
で
の
人
間
学
が
成
立
す
る
。
勿
論
、

脱
落
し
た
と
い
っ
て
も
、
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
人
文
科
学
の
一

分
野
と
し
て
の
宗
教
学
の
中
に
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
自
然
」
と
い

う
概
念
は
、
そ
の
神
の
脱
落
過
程
で
、
人
間
が
学
問
体
系
の
中
心
に
据
え
ら
れ

人
間
学
が
成
立
す
る
ま
で
、
神
の
代
理
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
た
の
だ
、
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
る
に
、
神
学
か
ら
人
問
学
へ
の
移
行
過
程
は
極
め
て
複

雑
で
あ
っ
た
。
神
の
代
り
の
役
割
を
演
じ
た
「
自
然
」
の
意
味
も
多
義
に
用
い
ら

れ
て
、
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
、
西
洋
に
お
け
る
白
然
概
念
の
変
遷
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
）

長
々
と
述
べ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。
だ
が
、
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム

以
後
の
思
想
家
で
あ
る
。
そ
の
カ
ン
ト
も
、
神
や
神
の
代
り
を
す
る
白
然
を
持

ち
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
い
や
、
カ
ン
ト
以
後
、
ド
イ
ツ
観
念
論
を

担
っ
た
殆
ど
の
思
想
家
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ド
イ
ツ

観
念
論
者
達
も
、
近
代
初
期
の
合
理
主
義
者
達
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
プ
ラ
ト
ン

主
義
者
達
、
理
神
論
者
達
、
そ
し
て
、
ロ
ッ
ク
、
バ
ー
ク
リ
、
ス
ミ
ス
な
ど
の

経
験
主
義
者
達
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
初
期
の
殆

ど
の
思
想
家
が
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
彼
等
は
そ
う
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
彼
等
の
多
く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
、

護
教
の
た
め
に
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
代
に
か
け

て
新
し
く
興
っ
た
白
然
科
学
と
そ
の
目
覚
し
い
発
達
、
社
会
の
激
し
い
変
化
と

新
し
い
社
会
の
出
現
、
を
認
識
し
ま
た
予
感
し
て
い
た
。
彼
等
は
、
そ
う
し
た

新
し
い
動
き
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
、
神
あ
る

い
は
神
の
権
威
を
背
景
と
し
た
自
然
が
、
彼
等
が
説
く
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
の
確

実
性
、
客
観
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
こ
こ
に
問
題
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
し
く
興
っ
た
近
代
の
白
然
科
学

に
し
ろ
、
社
会
の
変
化
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
内
に
止
ま
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
世
界
全
体
、
地
球
全
体
の

問
題
で
あ
っ
た
。
勿
論
彼
等
は
そ
の
こ
と
を
十
分
知
っ
て
い
た
。
ロ
ッ
ク
が
、

神
の
観
念
の
生
得
性
を
否
定
し
た
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
以
外
の
と
こ
ろ
に
、
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神
の
観
念
が
無
い
こ
と
を
、
旅
行
記
や
探
検
記
な
ど
を
通
し
て
知
っ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
〕

と
も
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
近
代
初
期
の
思
想
家
達
が
、
神
よ
り
も
白
然
を

多
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
自
然
も
、
そ
の
背
後
に
神
の
権
威
が
あ
っ
て
、
彼
等
の
理

論
の
客
観
性
、
普
遍
性
、
確
実
性
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
近
代
の
学
問
の
中
に
、
神
や
神
の
権
威
を
背
後
に
持
つ

自
然
と
い
っ
た
概
念
を
持
ち
込
む
こ
と
を
強
く
拒
ん
だ
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

絶
対
的
確
実
性
を
保
証
す
る
神
や
自
然
は
不
必
要
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
自
然

現
象
で
あ
れ
心
理
現
象
で
あ
れ
社
会
現
象
で
あ
れ
、
絶
対
に
確
実
と
い
え
る
知

識
は
殆
ど
見
出
し
得
な
い
、
と
い
う
の
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
確
信
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
自
然
科
学
の
発
達
や
社
会
の
変
化
と
い
っ
た
近
代
の
新
し
い
動
向

は
、
世
界
的
・
地
球
的
現
象
で
あ
っ
て
、
漸
次
、
非
キ
リ
ス
ト
教
国
の
こ
と
を

取
り
込
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
る
と
、
神
や
自
然
と
い
っ
た
概

念
は
早
晩
有
用
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
時
ど
う
な
る
で
あ
ろ

う
か
。
神
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
人
問
の
理
性
は
一
人
歩
き
を
始
め
、
神
と
同

様
の
役
割
と
機
能
を
自
己
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
に

よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
遭
徳
感
覚
は
、
白
己
抑
制
力
を
失
い
、
感
覚
の
放
窓
を
許

し
道
徳
と
の
関
係
を
断
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
践
理

性
の
命
ず
る
道
徳
的
法
則
は
主
観
的
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
神

の
脱
落
し
た
白
然
観
は
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
に
、
設
計
主
義
や
社
会

主
義
、
快
楽
主
義
や
功
利
主
義
、
道
徳
的
相
対
主
義
、
機
械
論
的
・
物
質
的
自

然
観
な
ど
は
ま
さ
に
こ
う
し
て
現
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論

ヒ
ュ
ー
ム
が
こ
う
し
た
思
想
の
運
命
を
す
べ
て
予
感
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
そ
の
道
徳
哲
学
を
最
も
根
本
の
と
こ
ろ
か
ら
築
こ
う
と

し
た
こ
と
は
、
間
接
的
に
そ
う
し
た
思
想
の
運
命
を
予
感
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
i
ム

以
後
の
思
想
家
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
例
え

ば
、
『
人
性
論
』
第
三
篇
「
道
徳
に
つ
い
て
」
と
は
全
く
そ
の
方
法
や
内
容
を
異
に

す
る
け
れ
ど
も
、
『
人
間
学
』
∫
ミ
ぎ
ミ
ミ
亀
討
ぎ
、
奏
§
ミ
“
o
き
ミ
§
§
ざ
ミ

ー
ミ
o
。
）
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
作
品
を
多
く
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
川
〕

う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
道
徳
哲
学
・
人
間
学
と
十
分
重
な
り
合
え
る
。
だ
が
、

『
実
践
理
性
批
判
」
を
カ
ン
ト
の
主
著
の
一
つ
と
は
言
え
て
も
、
『
人
間
学
』
は
主

著
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
性
論
』
第
三
篇
と
『
道

徳
・
政
治
論
集
』
（
夢
吻
ミ
h
き
§
、
S
ミ
き
ミ
“
§
ト
ー
べ
ξ
占
）
な
ど
に
収
め
ら
れ

て
い
る
諾
論
文
、
諸
随
想
と
は
、
有
機
的
に
関
係
し
て
い
る
、
つ
ま
り
ヒ
ュ
ー

ム
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
台
た
る
原
理
的
議
論
と
過
去
の
で
あ
れ
現
在
の
で
あ

れ
現
実
の
現
象
に
つ
い
て
の
議
論
と
が
内
的
な
関
連
を
有
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
道
徳
哲
学
の
出
発
点
で
あ
り
、
土
台
を
な

し
て
い
る
の
が
共
感
論
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
の
共
感
論
は
、
認
識
論
、
方
法
論
、

即
ち
、
経
験
論
的
因
果
論
、
経
験
的
・
実
験
的
方
法
論
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
道
徳
哲
学
H
人
文
・
社
会
科
学
の
出
発
点
を
共
感
に
求
め
、
そ
こ
か
ら
そ

の
体
系
化
を
企
て
た
の
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
最
初
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
道
徳
哲
学

に
お
い
て
共
感
に
重
要
な
位
置
を
与
え
て
い
た
も
の
は
少
な
か
ら
ず
い
た
。
シ

ャ
フ
ツ
ベ
リ
、
バ
ト
ラ
ー
、
ハ
チ
ソ
ン
な
ど
が
そ
れ
で
、
彼
等
の
共
感
論
に
つ

い
て
は
既
に
上
で
簡
単
に
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
と
の
関
係
で
重



要
な
の
は
ハ
チ
ソ
ン
で
あ
ろ
う
。

　
E
・
C
・
モ
ス
ナ
ー
は
、
そ
の
『
ヒ
ュ
ー
ム
伝
」
（
§
“
卜
鳶
ミ
b
§
ミ
串
ミ
§
“

畠
g
）
の
中
で
、
「
ハ
チ
ソ
ン
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
共
感
の
原
理
を
人
間
本
性

（
巨
昌
菖
塞
g
篶
）
の
構
造
に
お
い
て
、
最
も
強
カ
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
川
〕

ま
た
倫
理
学
の
礎
石
の
一
つ
と
見
傲
し
た
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
モ
ス
ナ
ー
の

こ
の
記
述
は
や
や
言
い
過
ぎ
の
感
も
す
る
け
れ
ど
も
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
ハ
チ
ソ
ン

と
の
書
簡
の
や
り
と
り
の
中
で
、
白
ら
の
共
感
論
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
一
七
三
九
年
九
月
十
七
日
付
ハ
チ
ソ
ン
宛
書
簡
の
追
伸
の
中
・

で
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
人
間
の
行
為
は
、
心
の
中

に
お
い
て
、
あ
る
性
質
あ
る
い
は
永
続
的
な
原
理
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
場

合
だ
け
を
除
い
て
、
徳
だ
と
も
悪
徳
だ
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
『
人
性
論
」
第
三
篇

で
私
が
行
っ
た
こ
と
よ
り
も
も
っ
と
明
瞭
に
確
立
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
の
は

ま
さ
に
こ
の
点
で
す
。
そ
れ
で
、
徳
と
い
え
る
性
質
と
い
う
も
の
が
、
公
共
善

や
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
人
の
善
へ
の
傾
向
を
有
せ
ず
に
存
在
す
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
お
考
え
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
し
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
な

け
れ
ば
ど
ん
な
性
質
も
存
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
傾
向
が
有
す
る
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
…
一

値
は
共
感
か
ら
き
て
い
る
、
と
結
論
づ
け
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
」
。
こ
の

文
面
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
ハ
チ
ソ
ン
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
間
に
は
相
当
の
違
い

が
あ
る
が
、
両
者
の
根
本
的
に
違
う
の
は
、
ハ
チ
ソ
ン
の
道
徳
哲
学
が
最
終
的

に
は
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
神
の
～
o
く
巨
雪
8
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
そ
れ
は
、
そ
の
土
台
か
ら
幹
、
枝
葉
に
至
る

ま
で
、
神
の
睾
o
く
巳
實
8
に
訴
え
る
こ
と
な
く
、
打
ち
建
て
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
も
し
、
神
の
？
o
く
己
雪
8
に
訴
え
る
こ
と
が
不
可
能

と
な
っ
て
い
く
の
が
歴
史
的
に
不
可
避
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ハ
チ
ソ
ン
の

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
が
、
ベ
ン
サ
ム
派
の
合
理
主
義
的
功
利
主
義
の
そ
れ
へ

と
一
挙
に
変
容
す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
避
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

神
の
軍
o
く
巨
雪
8
に
訴
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
に
お
い
て
こ

そ
、
ハ
チ
ソ
ン
よ
り
も
ヒ
ュ
ー
ム
の
方
が
時
代
の
先
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
末
以
後
の
合
理
主
義
の
凄
じ
い
許
り
の
興
隆
に
対
し

て
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
方
が
よ
り
強
い
対
抗
力
を
持
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ

は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
人
間
本
性
の
根
底
、
土
台
か
ら
、
そ
の
道
徳
哲
学
の
樹
立
を

企
て
た
か
ら
で
あ
り
、
共
感
論
が
そ
の
根
底
、
土
台
で
あ
っ
た
。

　
ヒ
ユ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
共
感
は
、
理
性
で
は
な
く
情
念
、
感
情
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
共
感
は
、
自
分
あ
る
い
は
我
々
に
近
い
人
々
と
だ

け
で
な
く
、
遠
い
人
々
　
　
信
念
・
信
仰
を
異
に
す
る
人
々
、
他
国
の
人
々
、

過
去
の
人
々
、
未
来
の
人
々
…
：
　
と
の
間
の
情
念
、
感
惰
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
も
共
感
は
、
道
徳
的
判
断
の
主
要
な
源
泉
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
一
体
、
遠
い
人
々
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
い
か
に

し
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
共
感
は
何
故
に
道
徳
的
判
断
の
源

泉
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
論
の
極
め
て
重
要
な
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
詳
し
く
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
議
論

を
容
易
に
す
る
た
め
、
そ
の
前
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
の
種
類
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
こ
う
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
共
感
を
色
々
な
一
一
一
日
い
方
で
表
現
し
て
い
る
が
、
『
人
性
論
」
と

『
道
徳
原
理
研
究
」
の
二
著
に
限
っ
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。

『
人
性
論
』
で
は
、
拡
大
的
（
1
1
広
汎
な
）
共
感
、
限
定
的
共
感
、
端
的
な
共
感
、
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二
重
の
共
感
、
完
全
な
共
感
、
隔
っ
た
共
感
な
ど
、
と
い
っ
た
表
現
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
『
道
徳
原
理
研
究
』
で
は
、
白
然
的
共
感
、
社
会
的
共
感
、

一
般
的
共
感
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
さ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
の
種
類

を
整
理
す
る
前
に
、
先
ず
は
こ
れ
ら
の
共
感
の
意
味
か
ら
簡
単
に
押
え
て
お
こ

㌧
つ
。

　
議
論
は
前
後
す
る
け
れ
ど
も
、
先
ず
、
『
道
徳
原
理
研
究
』
に
出
て
く
る
共
感

か
ら
見
て
み
よ
う
。
白
然
的
共
感
（
量
g
墨
－
｛
旨
肩
↓
耳
）
に
つ
い
て
ヒ
ュ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
…
〕

は
、
例
え
ば
、
親
が
、
「
夢
中
で
彼
の
子
供
の
救
助
に
飛
ん
て
ゆ
く
」
よ
う
に
す

る
も
の
だ
と
し
、
「
同
様
な
事
情
に
あ
る
他
の
人
々
の
感
情
ま
た
は
行
動
に
つ

い
て
反
省
す
る
暇
を
与
え
な
い
」
よ
う
な
共
感
だ
と
す
る
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム

は
、
白
然
的
共
感
を
伝
染
（
o
昌
s
牲
昌
一
と
略
々
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
快
活
を
所
有
す
る
当
の
人
物
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
の
直
接
的
感
覚

は
快
い
。
他
の
人
々
は
伝
染
ま
た
は
自
然
的
共
感
に
よ
っ
て
、
同
じ
気
分
に
溶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
川
〕

け
込
み
、
そ
の
感
情
に
感
染
す
る
」
、
と
い
っ
た
議
論
を
ヒ
ュ
ー
ム
は
行
っ
て

い
る
。
次
に
社
会
的
共
感
（
ω
o
o
邑
睾
昌
寝
苧
㌣
）
だ
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
れ
を

同
胞
感
（
壁
－
o
ミ
ー
庁
g
握
）
と
同
様
の
も
の
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
我
々
は
、

人
間
の
幸
福
も
し
く
は
不
幸
に
対
す
る
同
一
の
杜
会
的
共
感
す
な
わ
ち
同
胞
感

が
、
公
的
効
用
性
お
よ
び
私
的
効
用
性
を
生
じ
さ
せ
る
の
を
観
察
し
う
る
で
あ

　
｛
…
］
ろ
う
」
、
と
い
っ
た
文
章
が
見
出
せ
る
。
ま
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
次
の
よ
う
に
も
一
一
一
己

っ
て
い
る
。
「
民
衆
の
暴
動
、
党
派
熱
、
党
派
の
指
導
者
に
対
す
る
献
身
的
服

従
、
こ
れ
ら
は
人
間
本
性
に
お
け
る
こ
の
社
会
的
共
感
の
、
あ
ま
り
褒
め
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
…
…
〕

き
も
の
で
は
な
い
が
最
も
顕
著
な
結
果
の
い
く
つ
か
で
あ
る
」
。
そ
し
て
一
般

的
共
感
（
鷺
馬
s
－
毫
昌
君
一
耳
）
に
つ
い
て
。
一
般
的
共
感
は
、
『
遭
徳
原
理
研

究
』
に
も
殆
ど
顔
を
出
さ
な
い
表
現
だ
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
そ
れ
を
、
一
般
的
仁

愛
と
特
殊
的
仁
愛
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
仁
愛
の
う
ち
の
前
者
、
一
般
的
仁
愛

と
同
様
の
も
の
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
我
々
が
当
の
人
物
に
対
し
て
友
情
、

縁
故
あ
る
い
は
敵
意
を
持
た
ず
に
、
－
…
・
彼
の
苦
痛
へ
の
同
情
お
よ
び
彼
の
快

　
　
　
　
ハ
〃
〕

楽
へ
の
祝
福
」
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
的
共
感
の
一
般
的
と
は

特
殊
的
に
対
す
る
も
の
で
、
特
定
の
関
わ
り
を
有
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
人
問
性
（
巨
冒
彗
－
q
）
を
、
一
般
的
仁
愛
、
一
般
的
共
感

と
略
々
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
人
性
論
」
に
出
て
く
る
共
感
を
見
て
み
よ
う
。
上
に
挙
げ
た
表
現
の

中
で
最
も
重
要
な
の
は
、
勿
論
、
制
限
的
共
感
と
拡
大
的
共
感
で
あ
り
、
そ
の

区
別
で
あ
る
。
制
限
的
共
感
（
－
邑
芹
＆
｛
旨
寝
片
ξ
）
と
は
、
現
在
と
か
特
定
の

関
係
を
有
す
る
範
囲
に
お
け
る
共
感
で
あ
り
、
拡
大
的
共
感
（
異
冨
畠
才
①
毫
冒
－

寝
一
身
）
と
は
、
現
在
や
特
定
の
関
係
を
持
つ
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
未
来
と
か
、

過
去
と
か
あ
る
い
は
見
知
ら
ぬ
人
と
か
他
の
国
民
と
か
に
拡
大
し
て
い
く
共
感

の
こ
と
で
あ
る
。
何
故
、
共
感
の
拡
大
と
い
う
こ
と
が
起
る
の
か
。
「
共
感
は

常
に
必
ず
し
も
現
在
の
瞬
間
に
制
限
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
他
人
の
・
現
に

な
く
て
想
像
の
力
だ
け
で
先
想
さ
れ
る
・
快
苦
も
、
我
々
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
〕

ヨ
ン
に
よ
つ
て
し
ば
し
ば
感
じ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
共
感
の
拡
大
は
、

該
人
物
の
現
在
の
状
態
に
関
す
る
我
々
の
感
官
知
覚
に
著
し
く
依
存
す
る
。
も

と
も
と
、
他
人
の
現
在
の
心
持
に
就
い
て
さ
え
、
そ
の
心
持
ち
そ
の
も
の
を
感

じ
る
ほ
ど
生
気
に
富
ん
だ
観
念
を
造
る
こ
と
は
、
想
像
の
大
き
な
努
力
で
あ

る
」
。
か
よ
う
に
、
共
感
の
拡
大
で
は
、
想
像
の
力
、
想
像
の
大
き
な
努
力
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
こ
の
共
感
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
「
心



を
生
気
に
満
ち
て
打
つ
或
る
現
在
の
事
情
に
よ
っ
て
援
け
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、

不
可
能
で
あ
ろ
う
。
〔
こ
れ
ら
の
点
を
例
示
す
れ
ば
、
〕
他
人
の
現
在
の
不
幸
が

私
に
強
く
影
響
し
た
と
す
る
。
そ
の
と
き
、
想
念
の
活
気
は
単
に
直
接
の
対
象

に
局
限
さ
れ
な
い
。
活
気
の
影
響
は
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
あ
る
観
念
の
上
へ
溺
漫

し
て
、
該
人
物
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
に
就
い
て
、
過
去
と
現
在
と
未
来
と
を
問
わ

ず
、
可
能
的
と
蓋
然
的
と
絶
対
確
実
と
を
問
わ
ず
、
生
気
あ
る
観
念
を
私
に
与

え
る
。
こ
の
生
気
あ
る
思
念
に
よ
っ
て
、
私
は
そ
れ
ら
の
事
情
に
関
心
を
も
ち
、

そ
れ
に
参
与
す
る
。
そ
し
て
、
私
が
該
人
物
の
う
ち
に
想
像
す
る
す
べ
て
の
も

の
に
適
合
し
た
共
感
的
な
動
き
を
私
の
胸
の
う
ち
に
感
じ
る
の
で
あ
る
」
。
ま

た
、
想
像
力
を
邊
し
く
し
て
、
現
在
や
特
定
の
関
係
を
有
す
る
範
囲
を
乗
り
越

え
、
一
般
的
視
点
に
立
つ
時
、
わ
れ
わ
れ
は
見
知
ら
ぬ
人
や
他
の
国
民
と
も
共

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
共
感
を
ヒ
ュ
ー
ム
は
拡
大
的
共
感
と
呼
ぶ
。

ま
た
、
直
接
的
共
感
（
畠
冨
g
毫
冒
寝
一
耳
）
と
端
的
な
共
感
（
巨
昌
①
畠
呉
①
｛
昌
－

○
身
）
、
間
接
的
共
感
（
一
邑
ぎ
q
睾
昌
七
き
3
と
隔
っ
た
共
感
（
a
昌
o
詰
睾
昌
o
竿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偏
一
．

宇
＜
）
と
は
、
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
の
種
類
に

つ
い
て
の
議
論
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
持
つ
共
感
で
は
な
い
。
更
に
、

二
重
の
共
感
（
o
o
亭
宥
｛
昌
寝
一
耳
）
や
完
全
な
共
感
（
8
冒
亘
①
算
毫
昌
寝
一
耳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎜
一

も
、
拡
大
的
共
感
の
議
論
の
中
で
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
特
に
取
り
挙

げ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
共
感
に
つ
い
て
様
々
を
言
い
方
を
し

て
い
る
が
、
必
ず
し
も
厳
密
に
類
型
化
し
て
議
論
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
者
の
間
で
も
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

色
々
な
議
論
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
エ
イ
ン
ズ
リ
は
、
ヒ
ュ
i
ム
の
共
感
を
、

①
純
粋
感
染
、
②
人
間
的
共
感
、
③
社
会
的
共
感
、
④
拡
大
的
・
広
汎
な
共
感
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
〕

の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
江
重
吉
氏
は
、
先
ず
、
ω
非
認
知
的

第
一
次
共
感
と
、
ω
認
知
的
第
二
次
共
感
、
に
分
け
、
次
に
、
②
の
共
感
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
棚
一

特
殊
的
共
感
と
一
般
的
共
感
に
分
け
て
い
る
。
エ
イ
ン
ズ
リ
の
い
う
分
類
を

い
ま
少
し
く
説
明
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
の
純
粋
感
染
一
君
屋
o
昌
－

一
鍔
－
冒
）
は
、
わ
れ
わ
れ
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
他
人
の
感
情
に
染
ま
る
と

い
っ
た
型
の
共
感
で
あ
り
、
②
の
人
間
的
共
感
（
巨
昌
竃
ξ
昌
寝
け
耳
一
は
、
わ

れ
わ
れ
が
共
感
を
覚
え
る
相
手
（
8
昌
目
彗
ド
昌
亘
に
近
接
し
て
い
る
時
起
る

共
感
、
③
の
社
会
的
共
感
一
ω
o
o
邑
毫
昌
君
↓
耳
一
は
、
相
手
は
不
在
で
も
、
感

情
の
伝
達
が
相
手
の
人
と
有
意
味
な
社
会
的
関
係
を
分
か
ち
持
っ
て
い
る
た

め
、
容
易
に
行
わ
れ
る
と
い
う
共
感
、
そ
し
て
④
の
拡
大
的
・
広
汎
な
共
感

（
①
津
g
ω
ぎ
①
ξ
昌
君
一
耳
）
は
、
相
手
が
見
知
ら
ぬ
人
で
あ
っ
て
も
、
最
初
の

感
情
が
特
に
強
い
時
、
あ
る
い
は
、
そ
の
感
情
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
思
念

に
余
分
の
努
力
を
払
お
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
相
手
の
福
利
こ
積
極
的
な
関
心

を
持
つ
時
起
る
共
感
で
あ
る
。
ま
た
、
入
江
の
ω
の
非
認
知
的
第
一
次
共
感
は
、

直
接
的
感
情
伝
播
（
①
冒
o
3
墨
＝
ま
8
ま
目
旨
o
昌
s
怪
昌
）
と
も
い
っ
て
よ
い

も
の
で
、
認
識
や
情
報
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
く
感
情
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
型
の
共
感
。
ω
の
認
知
的
第
二
次
共
感
は
、
認
識
や
情

報
が
介
在
す
る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
特
殊
的
共
感
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
い
う
制
限

的
共
感
、
一
般
的
共
感
が
拡
大
的
共
感
と
同
じ
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
両

者
と
も
観
察
者
の
判
断
と
推
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
殊
的
共

感
は
、
観
察
者
の
判
断
が
、
時
間
や
空
間
、
観
察
さ
れ
る
相
手
と
の
関
係
な
ど

特
殊
的
な
制
限
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
一
般
的
共
感
は
、
そ
う
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し
た
特
殊
的
制
限
に
動
か
さ
れ
ず
、
一
般
的
な
、
公
平
な
視
点
に
立
っ
て
判
断

す
る
場
合
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
の
種
類
に
つ
い
て
の
、
こ
の
よ
う
な
、
エ
イ
ン
ズ

リ
や
入
江
の
分
類
は
概
ね
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
入
江
の
分
類
は
、
ヒ
ュ
ー

ム
共
感
論
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
に
添
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
で
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
実
際
使
っ
て
い
る
用
語
で
分
類
す
る
と
ど
う
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
先
ず
、
も
し
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
が
二
つ
に
分
け
ら
れ

得
る
と
す
れ
ば
、
自
然
的
共
感
と
社
会
的
共
感
と
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
後
者
の
社
会
的
共
感
を
制
限
的
共
感
と
拡
大
的
共
感
の
二
つ
に
分
類
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
エ
イ
ン
ズ
リ
や

入
江
の
と
対
応
さ
せ
る
と
、
白
然
的
共
感
が
、
エ
イ
ン
ズ
リ
の
純
粋
感
染
に
人

間
的
共
感
を
加
え
た
も
の
に
、
ま
た
入
江
の
非
認
知
的
第
一
次
共
感
に
、
社
会

的
共
感
が
エ
イ
ン
ズ
リ
の
社
会
的
共
感
と
拡
大
的
・
広
汎
な
共
感
に
、
入
江
の

特
殊
的
共
感
と
一
般
的
共
感
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
い
う
一
般
的
共
感
と
入
江
の
一
般
的
共
感
も
略
々
同

じ
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
の
種
類
を
分

類
し
て
み
る
と
、
『
道
徳
原
理
研
究
』
に
現
れ
る
用
語
、
即
ち
、
白
然
的
共
感
、

社
会
的
共
感
、
一
般
的
共
感
、
と
い
っ
た
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
れ
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
何
故
と
い
う
に
、
一
般
に
は
、

ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
論
は
、
『
遣
徳
原
理
研
究
』
に
お
い
て
、
後
退
し
て
い
る
よ
う

理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
道
徳
原
理
研
究
」
に
お
い
て
は
、
共
感
よ
り

も
、
仁
愛
や
人
間
性
の
方
が
多
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ

る
。
事
実
は
確
か
に
そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
ヒ
ュ
ー

ム
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
を
正
確
に
捉
え
た
も
の
と
は
言
い
難
い
で
あ

ろ
う
。
寧
ろ
、
『
適
徳
原
理
研
究
」
の
議
論
は
、
『
人
性
論
』
の
共
感
論
を
前
提
と

し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
方
が
正
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
簡
単
に

そ
の
理
由
を
言
え
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー

ム
は
、
仁
愛
や
人
間
性
で
は
な
く
、
共
感
を
社
会
科
学
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
仁
愛
を
特
殊
的
仁
愛
（
o
胃
ま
邑
胃
げ
竃
2
o
－
昌
o
①
）
と
一
般
的
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
一

愛
（
鷺
烏
s
－
茅
尾
さ
H
雪
8
）
と
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
は
、
仁
愛
を
社
会
科

学
的
に
議
論
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
殊
的
仁
愛
と
制
限
的
仁
愛
、

一
般
的
仁
愛
と
広
汎
な
共
感
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
重
な
り
合
う
の
は
そ
の
た
め
で

あ
る
。
だ
が
仁
愛
は
あ
く
ま
で
徳
（
く
巨
罵
）
で
あ
る
。
一
般
的
仁
愛
よ
り
も
更

に
普
遍
的
な
人
類
愛
に
近
い
公
共
的
仁
愛
（
君
；
o
げ
g
雲
o
－
g
8
）
と
い
っ
た

　
｛
㎜
一
概
念
が
出
て
く
る
の
も
そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
仁

愛
か
ら
だ
け
で
は
、
正
義
だ
と
か
法
だ
と
か
統
治
な
ど
と
い
っ
た
社
会
科
学
上

の
重
要
な
概
念
は
導
か
れ
難
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
概
念
は
、
悪
徳
と
か
利

己
心
と
か
党
派
心
と
い
っ
た
面
を
も
認
め
て
導
か
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
社
会
科
学
は
、
徳
と
悪
徳
の
根
底
に
あ
る
何
も
の
か
を
出
発
点
と
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
本
能
（
巨
ω
葦
g
と
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
し
か
し
本
能
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
半
は
自
然
学
H
自
然
科
学
に
関

わ
つ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
共
感
は
、
余
り
自
然
科
学
に
関
わ
る
と
こ
ろ
が

な
く
、
し
か
も
徳
で
は
な
い
、
徳
や
悪
徳
よ
り
も
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
存
在
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
人
間
性
と
い
う
用
語
の
方
が
、
徳
や
悪
徳
よ
り

も
よ
り
深
い
と
こ
ろ
の
も
の
を
も
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
人
間
性
な
る
用
語
の
持
つ
問
題
は
、
そ
れ
が
、
ア
・
プ
リ
オ
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リ
な
普
遍
的
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
を
否
定
出
来
な
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
の
可
能
性
は
、
抽
象
的
概
念
で
あ
る
だ
け
に
、
仁
愛
よ
り
も
よ
り
大
き

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
用
法
は
、
経
験
主
義
に
立
つ
ヒ
ュ
ー
ム
の
思
想

と
は
相
容
れ
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
が
認
め
る
普
遍
性
は
、
数
学
・
幾
何
学
を
除
く

け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
そ
れ
に
限
ら
れ
る
。
人
間
性
が

ア
・
プ
リ
オ
リ
な
普
遍
的
概
念
と
し
て
適
用
さ
れ
れ
ば
、
制
限
的
・
特
殊
的
共

感
と
い
っ
た
も
の
は
出
て
来
に
く
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
経
験
主
義
に
お
い
て
は
、

制
限
的
・
特
殊
的
共
感
は
乗
り
越
え
ら
る
べ
き
も
の
だ
が
、
他
方
で
は
肯
定
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
家
庭
や
村
や
町
や
都
市
や
国
家
な
ど
へ

の
共
感
は
、
特
殊
的
共
感
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
自
然
的
共
感
で
も
あ
る
。

白
然
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
様
な
展
開
、
成
長
、
発
展
と
い
う
も
の
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
家
庭
に
し
ろ
村
に
し
ろ
町
に
し
ろ
都
市
に
し
ろ
国
家

に
し
ろ
、
そ
れ
ら
が
特
殊
な
存
在
と
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
特
殊
な
る
も
の
同
士
が
相
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
避
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
し
た
対
立
は
乗
り
越
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
特

殊
的
な
存
在
も
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
家
庭
も
村
も
町
も

都
市
も
国
家
も
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
性
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
の
存
続
を
容
易
に
す

る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
論
の
経
験
主
義
的
な
議
論
を
十
分
理
解
し
て
お

れ
ば
、
仁
愛
や
人
間
性
と
い
っ
た
用
語
を
使
っ
て
も
誤
解
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。
い
や
寧
ろ
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
共
感
論
の
内
容
・
中
味
を
よ
り
明
瞭
、
よ

り
豊
か
に
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
、
『
道
徳
原
理
研
究
』
に
お
け

る
議
論
は
、
『
人
性
論
』
の
共
感
論
を
前
提
に
な
さ
れ
て
い
る
と
一
一
一
己
っ
た
の
は
こ

の
こ
と
で
あ
る
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
が
先
ず
導
入
し
た
共
感
は
白
然
的
共
感
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
人

間
行
為
の
中
で
、
意
識
的
・
意
図
的
行
為
に
関
わ
ら
な
い
行
為
を
説
明
し
よ
う

と
さ
れ
た
時
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
、
感
染
（
8
自
試
阻
昌
一
や
情
動

的
伝
染
一
①
昌
o
ま
冨
＝
ミ
①
g
昌
）
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
ヒ

ュ
ー
ム
は
、
『
人
性
論
』
第
二
篇
第
一
部
第
十
一
節
「
名
声
愛
に
つ
い
て
」
の
冒
頭

で
、
共
感
を
感
情
・
情
念
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
定
義
し
た
直
ぐ
後
に
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
好
人
物
は
仲
問
の
者
と
一
刹
那
に
同
じ
機
嫌
に

な
る
。
こ
の
上
な
く
自
負
心
に
富
ん
で
無
愛
想
な
者
で
す
ら
、
同
国
人
や
知
己

〔
の
考
え
〕
に
染
め
ら
れ
る
。
快
活
な
顔
貌
は
自
己
満
悦
と
清
朗
感
と
を
私
の
心

に
注
入
す
る
。
憎
悪
・
怨
讐
・
敬
重
・
愛
情
・
勇
気
・
好
機
嫌
・
憂
欝
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
情
念
を
、
私
は
自
分
白
身
の
自
然
の
気
性
や
性
向
か
ら
感
じ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
一

り
、
〔
他
人
の
情
念
の
〕
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
多
く
感
じ
る
の
で
あ
る
」
、

と
。
こ
の
種
の
共
感
で
は
、
感
情
の
共
感
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て

は
、
自
我
と
他
我
と
の
区
別
は
起
ら
な
い
。
し
か
も
、
我
と
我
と
の
問
の
結
合

（
艘
o
鶉
ω
o
9
き
昌
ま
専
究
目
ω
①
－
く
2
）
が
密
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
感
情
の

共
感
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
容
易
に
起
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
例

え
ば
名
声
愛
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自
然
的
な
共
感
に
は
、
意
見
（
o
亘
目
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閉
一

一
〇
易
）
と
の
共
感
も
含
ま
れ
る
。
意
見
と
は
、
何
々
に
対
す
る
態
度
（
算
巨
宗
ω

8
峯
胃
監
）
だ
け
で
な
く
何
々
に
つ
い
て
の
信
念
（
ま
亭
敏
き
o
鼻
）
で
も
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
他
人
に
共
感
す
る
性
向
は
、
「
自

分
に
提
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
意
見
を
暗
黙
裡
に
奉
じ
て
し
ま
う
児
童
に
於
て
歴

然
と
し
て
い
る
だ
け
で
な
い
。
判
断
力
と
知
性
と
を
最
も
多
く
具
え
た
人
々
も
、
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友
人
や
日
々
の
伴
侶
の
理
性
や
心
的
傾
性
に
対
立
し
て
ま
で
自
己
の
理
性
や
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
一

性
に
随
う
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
見
出
す
の
で
あ
る
」
、
と
。
ヒ
ュ
ー
ム

に
と
っ
て
、
信
念
と
は
、
人
間
本
性
の
認
知
的
部
分
一
乎
①
8
管
巨
亮
雇
巨
o
｛

○
膏
竃
巨
篶
ω
）
と
い
う
よ
り
も
感
覚
的
都
分
（
亭
①
ω
彗
ω
巨
亮
寝
三
の
行
為

（
埋で
、
そ
の
生
気
に
よ
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
観
念
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
あ
る

他
の
人
の
信
念
に
関
す
る
単
な
る
観
念
を
獲
得
し
て
、
こ
れ
が
十
分
生
気
づ
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
信
念
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
自
然
的
共
感
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
多
く
関
わ
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
次
に
、
社
会
的
共
感
に
関
し
て
述
べ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
前
に
、
『
人
性
論
』
第
二
篇
第
二
部
第
七
節
「
憐
感

に
つ
い
て
」
（
．
、
9
8
8
寝
ω
9
旨
，
、
）
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
議
論
を
少
し

見
て
お
こ
う
。
そ
こ
で
、
白
然
的
共
感
の
修
正
が
少
々
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
議
論
と
は
、
情
念
の
現
象
に
関
す
る
も
の
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
そ
れ
を

「
一
つ
の
か
な
り
注
目
す
べ
き
現
象
」
、
と
一
一
一
日
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う

な
現
象
で
あ
る
。
「
共
感
の
伝
達
す
る
情
念
（
苧
①
8
昌
昌
昌
ド
算
＆
雇
色
o
目

○
申
ξ
旨
冒
一
耳
）
は
、
時
に
は
そ
の
根
原
と
な
る
情
念
が
弱
い
た
め
〔
却
っ
て
〕

強
さ
を
増
す
こ
と
が
あ
り
、
全
く
存
在
し
な
い
惰
愛
か
ら
の
推
移
に
よ
っ
て
起

　
　
　
　
　
　
偏
一

る
こ
と
さ
え
あ
る
」
、
と
い
っ
た
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、

根
源
と
な
る
情
念
が
弱
い
た
め
に
、
逆
に
、
強
く
共
感
を
覚
え
た
り
、
全
く
存

在
し
な
い
感
情
に
も
共
感
す
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
現
象
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
次
の
よ
う
な
現
象
を
挙
げ
る
。
あ
る
著
名
な
人
物
が
、
逆

境
に
転
落
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
少
し
も
意
気
鎗
沈
せ
ず
生
き
て
い
る
と
す
る
と
、

そ
の
時
わ
れ
わ
れ
は
、
不
快
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
心
の
偉
大
さ
に
感
じ
て
、
わ
れ

わ
れ
の
憐
慰
の
情
を
一
層
増
す
、
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
る
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
立
派
な
人
物
が
大

逆
境
と
世
俗
的
に
見
傲
さ
れ
る
境
遇
に
落
込
む
と
、
我
々
は
〔
共
感
の
一
般
原

理
に
よ
っ
て
〕
彼
の
状
態
を
思
念
す
る
。
そ
し
て
原
因
か
ら
そ
の
日
ご
ろ
の
結

果
へ
心
想
を
送
致
し
て
、
ま
ず
該
人
物
の
悲
嘆
の
生
気
あ
る
観
念
を
想
い
、
次

に
悲
嘆
の
印
象
を
感
じ
る
。
そ
の
さ
い
、
こ
の
立
派
な
人
物
の
心
の
偉
さ
は
、

…
：
こ
れ
を
全
く
看
過
す
る
か
、
或
は
た
だ
彼
に
対
す
る
讃
嘆
・
愛
情
・
博
愛

を
増
す
程
度
に
し
か
考
え
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
経
験
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ほ

ど
の
逆
境
に
は
こ
の
程
度
の
情
念
が
日
ご
ろ
は
結
合
し
て
い
る
と
見
出
す
。
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

っ
て
、
今
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
想
像
は
一
般
規
則
に
よ
っ

て
動
か
さ
れ
て
、
恰
も
逆
境
に
落
ち
た
人
物
が
真
実
に
〔
悲
嘆
の
〕
情
念
に
よ
っ

て
心
を
湧
き
立
た
せ
ら
れ
た
と
し
た
と
き
と
同
様
に
、
我
々
に
情
念
の
生
気
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
一

る
観
念
を
想
わ
せ
る
。
い
や
寧
ろ
情
念
白
身
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
」
。

　
恐
ら
く
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
一
般
的
規
則
（
需
完
冨
；
巨
g
）
に
訴
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
然
的
共
感
と
は
違
っ
た
、
白
然
的
共
感
を
修
正
す
る
よ
う
な
共
感
を

導
入
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
情
念
の
観
念
が
、
他
人
の
外
的
標
徴

に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
観
察
者
の
心
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

注
（
8
2
）
　
；
o
斥
P
』
二
㌧
ミ
夢
吻
§
9
ミ
ミ
ミ
ぎ
的
羊
ミ
§
§
S
き
這
§
§
豪
一
〇
。
震
㊦
．
前
掲
邦

　
訳
卿
、
二
二
三
頁
。



冊

（
8
3
）

（
跳
）

89 88 87 86 85（
9
0
）

（
9
1
）

（
9
2
）

ω
｝
冨
o
皇
目
戸
－
甲
一
、
、
5
o
容
、
ω
冒
o
冨
－
o
巨
－
畠
名
ブ
き
、
、
巨
§
雨
○
s
§
ミ
｝
鳶
雨

9
§
言
ミ
§
ざ
ト
§
貧
＆
1
σ
｝
く
O
ぎ
署
①
自
一
9
昌
σ
ユ
尉
①
O
目
ぎ
雫
窒
9
H
㊤
虞
．

シ
ュ
ニ
ー
ウ
イ
ン
ド
は
、
同
論
文
の
冒
頭
箇
処
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ロ
ッ
ク
の
失
敗
は
し
ば
し
ば
そ
の
成
功
と
同
様
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ロ
ッ
ク

の
道
徳
論
こ
そ
、
ま
さ
に
こ
の
例
で
あ
る
」
（
き
ミ
ら
」
8
し
。
尚
、
拙
著
『
ヒ
ュ

ー
ム
社
会
科
学
の
基
礎
』
、
二
七
七
－
八
頁
、
三
四
六
頁
注
（
2
6
）
（
2
7
）
も
参
照
。

　
5
o
ぎ
」
j
ト
ミ
象
｝
§
9
§
ミ
s
｝
墨
ミ
ミ
§
§
§
き
這
§
き
轟
一
｝
竃
o
－
1
尚
、

ヒ
ュ
ー
ム
は
、
ロ
ッ
ク
の
「
生
得
的
」
一
ぎ
；
亘
と
い
う
用
語
の
暖
昧
さ
を
衝
い
て

い
る
。
拙
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
体
系
の
哲
学
的
基
礎
』
、
七
二
頁
参
照
。

き
ミ
ら
・
蜆
覇
・
前
掲
邦
訳
側
、
七
七
－
八
頁
。

さ
ミ
ら
．
8
■
前
掲
邦
訳
↑
、
七
六
頁
。

さ
ミ
ら
ふ
お
ー
蜆
9
前
掲
邦
訳
四
、
四
九
－
五
〇
頁
。

き
ミ
ら
、
2
9
前
掲
邦
訳
∈
、
二
八
五
頁
。

　
ヴ
ィ
ー
コ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
社
会
科
学
の
基
礎
』
の
「
補
論

デ
カ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ー
コ
、
ヒ
ュ
ー
ム
」
を
参
照
。

　
穴
彗
↓
二
j
ミ
ミ
繕
o
§
§
s
§
雨
｝
ミ
こ
ミ
§
§
ミ
賞
§
ミ
雨
§
も
ミ
餉
き
§
雨
ミ
｝

§
塞
§
吻
§
亀
§
ミ
s
§
ミ
叶
§
討
§
s
§
し
冒
－
§
§
§
§
－
き
s
冴
§
き
雨
一
訂
冨
毒
－

鵯
鷺
げ
彗
く
昌
睾
；
↓
O
竃
9
『
8
φ
庄
」
く
ー
室
竃
．
ω
」
H
’
邦
訳
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』

一
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
）
、
一
九
－
二
〇
頁
。

〆
彗
戸
i
ミ
｝
§
軋
ミ
ミ
ぎ
雨
s
ミ
§
ミ
ミ
一
き
ミ
｝
書
喜
“
｝
p
■
－
．
ω
1
島
．
邦
訳

『
純
粋
理
性
批
判
」
（
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
一
（
上
一
、
七
三
頁
。

き
ミ
ら
・
ξ
・
前
掲
邦
訳
（
上
）
、
七
四
頁
。
カ
ン
ト
の
ヒ
ュ
ー
ム
因
果
論
に
つ
い

て
の
理
解
は
、
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
序
一
言
の
以
下
の
文
章
に
窺
え
る
。
「
ヒ
ュ
ー
ム

は
、
形
而
上
学
だ
け
に
あ
る
唯
一
の
、
し
か
し
こ
の
学
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
－

す
な
わ
ち
原
因
と
結
果
と
の
必
然
的
連
結
と
い
う
概
念
（
従
っ
て
ま
た
そ
れ
か
ら
生

じ
る
力
お
よ
び
作
用
の
概
念
等
）
を
、
彼
の
考
察
の
主
た
る
出
発
点
と
し
た
。
そ
し

て
彼
は
、
こ
の
〔
因
果
的
連
結
の
〕
概
念
を
自
分
白
身
の
う
ち
か
ら
産
出
し
た
と
称

す
る
理
性
に
対
し
て
弁
明
を
要
求
し
た
、
つ
ま
り
理
性
は
、
何
か
或
る
も
の
〔
原
因
〕

が
設
定
さ
れ
る
と
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
何
か
他
の
或
る
も
の
〔
結
果
〕
が
必
然
的
に

設
定
さ
れ
る
と
言
う
が
、
し
か
し
理
性
は
い
か
な
る
権
利
を
も
っ
て
、
最
初
の
何
か

或
る
も
の
が
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
ち
得
る
と
思
い
な
す
の
か
、
と
問
う
の
で
あ
る
、

な
ぜ
な
ら
－
こ
れ
が
す
な
わ
ち
原
因
の
概
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
証
明

（
9
3
）

（
9
4
）

は
こ
う
で
あ
る
、
　
　
概
念
だ
け
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
か
か
る
〔
因
果
的
〕
結
合

を
考
え
出
す
こ
と
は
、
理
性
に
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
、
こ
の
緒
合
は
必
然
性

を
含
む
か
ら
で
あ
る
、
と
に
か
く
何
か
或
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何

か
他
の
或
る
も
の
ま
で
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
や
、
そ
れ
だ
か
ら
ま

た
か
か
る
必
然
的
連
結
の
概
念
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
導
人
せ
ら
れ
る
と
い
う
理
由

は
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
こ
の
証
明
は
反
論
の
余

地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
推

論
し
た
、
i
理
性
は
、
〔
必
然
的
連
結
と
い
う
〕
こ
の
概
念
を
も
っ
て
、
み
ず
か
ら

欺
い
て
い
る
の
だ
、
か
か
る
概
念
は
想
像
力
の
産
ん
だ
私
生
児
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

理
性
は
こ
れ
を
誤
っ
て
嫡
出
子
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
る
種
の
表
象
に
連
想

の
法
則
を
適
用
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
主
観
的
必
然
性
す
な
わ
ち
習
慣
を
、
〔
ア
・

プ
リ
オ
リ
な
〕
洞
察
に
も
と
づ
く
客
観
的
必
然
性
と
す
り
換
え
た
の
で
あ
る
、
と
。

更
に
ま
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
こ
う
も
推
論
し
た
の
で
あ
る
、
－
理
性
は
、
こ
の
よ
う

な
必
然
的
連
結
を
、
一
般
的
に
す
ら
考
え
る
能
力
を
ま
っ
た
く
持
合
わ
せ
て
い
な
い

の
で
あ
る
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
か
か
る
事
柄
に
関
す
る
理
性
の
概
念
な
る
も
の
は
、

単
な
る
仮
構
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
理
性
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
存
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
＝
せ
い
ん
　
　
拍

認
識
と
称
す
る
も
の
は
、
け
つ
き
ょ
く
偽
印
を
捺
し
た
普
通
の
経
験
で
し
か
な
い
だ

ろ
う
、
と
。
彼
の
こ
の
推
論
は
－
お
よ
そ
形
而
上
学
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
、

ま
た
い
か
な
る
形
而
上
学
も
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
と
言
う
に
等
し
い
。
」

侯
彗
戸
－
二
、
§
－
榛
亀
§
§
ぎ
ω
．
9
前
掲
邦
訳
、
一
四
－
五
頁
）
。

o
o
昌
ミ
戸
z
昌
昌
昌
．
穴
①
冒
ぎ
㌧
o
s
§
§
§
§
ミ
ざ
き
ミ
げ
。
、
o
ミ
ざ
§
ミ
、
ミ
雨

き
§
§
、
、
一
需
8
己
＆
1
『
名
ユ
巨
＆
H
㊤
竃
耳
＝
■
目
彗
巨
霧
睾
2
ω
．
嚢
く
巨
－

六
竃
戸
－
j
キ
ミ
鍔
o
§
§
s
ω
．
9
　
前
掲
邦
訳
、
一
六
－
七
頁
。
カ
ン
ト
の
ヒ
ュ
ー

ム
認
識
論
（
白
然
の
世
界
に
つ
い
て
の
一
に
対
す
る
批
判
は
、
根
本
的
な
も
の
で
な

く
、
程
度
の
間
題
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
カ
ン
ト
の
文
章
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

何
れ
も
『
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
の
序
言
に
出
て
い
る
。
「
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
緒
論
を
急
ぎ

す
ぎ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
だ
か
ら
彼
の
結
論
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
が
、

し
か
し
こ
の
結
論
は
少
な
く
と
も
彼
の
研
究
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も

こ
の
研
究
は
、
当
代
の
す
ぐ
れ
た
学
者
達
が
一
致
協
力
し
て
当
面
の
課
題
を
、
ヒ
ュ

ー
ム
自
身
が
提
示
し
た
意
味
に
お
い
て
取
上
げ
、
で
き
る
な
ら
い
っ
そ
う
適
切
な
解

決
を
与
え
る
だ
け
の
価
値
が
十
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
や
が
て
そ
こ

か
ら
形
而
上
学
の
全
面
的
な
改
革
が
生
じ
た
に
違
い
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（
き
ミ
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（
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前
掲
邦
訳
、
ニ
ハ
頁
一
。
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
結
論
は
、
彼
が
当
面
の
課
題
を
全
面
的
に
考

察
し
た
の
で
は
な
く
て
、
僅
か
に
そ
の
一
部
分
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も

の
で
あ
る
、
だ
が
一
部
分
と
は
い
え
、
そ
れ
は
全
体
を
考
察
し
な
い
限
り
、
ど
う
し

て
も
説
明
の
つ
か
な
い
間
題
で
あ
っ
た
。
た
と
え
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
し

か
し
深
い
根
底
を
も
つ
思
想
が
何
び
と
か
に
よ
っ
て
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
我
々
と
し
て
は
こ
の
思
想
か
ら
出
直
し
て
思
索
を
続
け
て
い
け
ば
、
そ
の
思
想

の
創
始
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
明
敏
な
哲
学
者
〔
こ
の
場
合
に
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
〕
の
行

き
つ
い
た
処
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
遠
く
ま
で
こ
れ
を
発
展
さ
せ
得
る
こ
と
は
十
分
に

期
待
さ
れ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
我
々
は
、
こ
の
思
想
に
光
を
投
ず
る
た
め
の
最

初
の
火
花
を
打
ち
出
し
た
こ
の
哲
学
者
に
、
深
く
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
き
ミ
一

ω
、
o
。
■
前
掲
邦
訳
、
二
〇
頁
）
。

＝
邑
ω
§
＞
p
§
雨
ミ
§
竃
、
ミ
曳
ぎ
§
§
§
－
き
ミ
掌
o
淳
o
旦
①
．
ω
籟
o
o
頁

■
o
．
俸
甲
ρ
』
碧
珂
［
具
H
彗
ω
ら
．
§
．
尚
、
リ
ン
ゼ
イ
の
カ
ン
ト
体
系
に
つ
い
て

の
詳
し
い
議
論
は
、
き
き
ト
§
軋
姜
県
、
茎
婁
畠
雪
寒
き
p
雰
昌
二
㊤
震
．
参
照
。

　
六
彗
戸
i
？
§
き
構
§
的
§
、
き
、
§
書
き
き
『
吻
ミ
§
一
き
註
冴
§
喜
♪
困
o
」
く

ω
・
違
蜆
・
邦
訳
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
」
一
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
一
、
一
二
頁
。

き
ミ
ら
．
ω
昌
。
前
掲
邦
訳
、
一
一
二
四
頁
。

　
穴
彗
戸
－
・
ミ
雨
ざ
喜
喜
討
き
、
ω
§
§
一
き
s
冴
§
喜
♪
｝
p
≦
F
ω
．
－
o
。
㊦
。
邦
訳
『
人

倫
の
形
而
上
学
」
（
森
口
・
佐
藤
訳
、
『
世
界
の
名
著
』
3
2
、
中
央
公
論
社
一
、
五
三

〇
頁
。
穴
彗
戸
i
き
｝
§
き
、
も
§
ミ
｝
｝
§
§
ミ
§
ミ
ミ
一
き
ミ
済
き
喜
“
｝
｛
．
‘
ω
1
竃
’

　
勺
…
ぎ
；
置
目
㌧
自
o
ω
J
§
雨
s
－
§
§
～
§
雨
吻
き
ミ
s
o
－
§
豪
｛
ミ
き
§
寺
o
§
§
雨

§
§
ざ
壱
s
§
§
雨
吻
§
§
詩
軸
s
§
o
§
§
§
甲
ゴ
o
黒
昌
o
自
一
‘
零
窒
ω
二
竃
9
署
．

M
8
1
卜

　
零
『
g
売
串
目
婁
ぎ
8
己
9
、
§
ミ
象
b
§
§
げ
ミ
§
斗
津
“
§
ミ
s
ミ
§
雨
き
ぎ
》

き
も
ミ
雨
膏
雨
ぎ
き
ぎ
ド
Ω
彗
o
目
O
昌
～
霧
9
0
氏
o
『
庄
し
竃
o
。
一
筍
1
8
1
H
．

　
内
彗
戸
H
ニ
ミ
｝
§
き
、
ミ
ぎ
雨
ミ
さ
、
§
慧
一
き
ミ
淳
妻
喜
“
巾
庄
．
昌
．
o
o
－
崖
－
前
掲

邦
訳
一
上
）
、
三
〇
頁
。

　
蚕
昇
－
1
一
、
．
星
8
薯
9
罵
『
邑
鷺
昌
①
ぎ
①
自
Ω
窪
o
巨
o
巨
巴
目
幸
①
曇
葦
匝
q
o
『
旨
o
訂
『

＞
σ
色
o
巨
、
、
し
自
き
s
冴
§
喜
♪
困
o
」
く
ω
．
－
2
。
邦
訳
「
世
界
公
民
的
見
地
に
お
け

る
一
般
史
の
構
想
」
（
『
啓
蒙
と
は
何
か
」
所
収
、
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
）
。
「
白

然
の
計
画
の
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
全
人
類
の
な
か
に
完
全
な
公
民
的
連
合
を
形
成

（
㎜
）

（
m
）

（
㎜
）

（
w
）
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せ
し
め
る
に
あ
る
。
か
か
る
計
画
に
則
っ
て
一
般
世
界
史
を
著
わ
そ
う
と
す
る
試
み

、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
自
然
の
か
か
る
意
図
の
実
現
を
促
進
す
る

企
て
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
前
掲
邦
訳
、
四
五
－
六
頁
）
。

　
穴
印
冒
戸
－
1
一
〇
、
s
s
§
構
ミ
秦
N
ミ
、
ミ
“
ぎ
も
雪
き
、
軸
、
9
ミ
雨
ぎ
き
ミ
｝
§
碁
♪
｝
｛
」
く
一

ω
』
竃
。
前
掲
邦
訳
、
二
八
i
九
頁
。

宍
彗
戸
－
、
一
き
｝
§
軋
ミ
ミ
ミ
｝
ミ
亀
一
き
s
芽
§
喜
♪
｝
ρ
一
く
。
ω
．
蜆
H
蜆
．
邦
訳
『
判

断
力
批
判
』
（
篠
田
英
雄
訳
、
岩
波
文
庫
一
（
下
）
、
一
四
二
頁
。

　
穴
彗
一
ニ
ニ
N
S
§
§
暗
§
、
ぎ
雨
、
§
一
き
ミ
舳
§
喜
“
｝
P
≦
、
ω
」
ミ
．
邦
訳
『
永

遠
平
和
の
た
め
に
』
（
宇
都
宮
芳
明
訳
、
岩
波
文
庫
）
、
五
六
頁
。

　
野
田
又
夫
「
カ
ン
ト
の
生
涯
と
思
想
」
（
『
世
界
の
名
著
』
3
2
『
カ
ン
ト
』
所
収
、

中
央
公
論
社
）
、
二
四
－
九
頁
参
照
。

拙
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
社
会
科
学
の
基
礎
」
、
第
一
章
参
照
。

－
o
o
ぎ
こ
J
㌧
曽
夢
㎞
§
o
§
§
§
“
秦
曽
s
§
§
§
き
這
§
き
秦
ら
o
．
ぎ
－
ド
前
掲

邦
訳
（
一
）
、
七
八
　
八
○
頁
。

　
カ
ン
ト
の
『
人
間
学
』
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
。
「
ヒ
ュ
ー

ム
は
、
一
国
民
の
う
ち
で
各
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
な
性
格
を
示
さ
う
と
努
め
る

な
ら
ば
（
英
国
人
の
間
で
見
ら
れ
る
や
う
に
一
、
そ
の
国
民
自
身
は
性
格
を
も
つ
て

ゐ
な
い
と
い
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
点
で
は
誤
っ
て
ゐ
る
と
恩
ふ
。

何
故
な
ら
、
白
分
は
、
性
格
を
も
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
殊
更
に
示
し
た
が

る
こ
と
こ
そ
、
ヒ
ュ
ー
ム
そ
の
人
も
属
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
こ
の
民
族
の
一
般
的
性

格
な
の
で
あ
る
、
特
に
英
国
民
は
国
民
と
し
て
の
内
的
白
由
と
外
部
に
対
す
る
威
力

と
を
結
合
し
た
真
正
な
憲
法
を
自
己
の
み
が
誇
り
う
る
と
信
じ
て
ゐ
る
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
外
国
人
を
軽
蔑
す
る
の
で
あ
る
。
　
か
か
る
性
格
は
、
容
易
に
他
と
親
密

に
な
る
鄭
重
（
礼
儀
）
と
は
反
対
の
、
偲
傲
な
粗
野
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
他
人
を
必

要
と
せ
ず
、
し
た
が
つ
て
他
人
に
対
し
て
迎
合
す
る
必
要
も
な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
独

り
よ
が
り
の
独
立
自
尊
か
ら
生
じ
た
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
傲
慢
な
態
度
で
あ

る
。
」
一
き
き
訪
§
、
ぎ
｝
」
．
≦
芦
ω
．
曽
餉
．
邦
訳
『
人
間
学
』
（
坂
田
徳
男
訳
、
岩
波

文
庫
一
、
三
〇
七
－
八
頁
一
。

　
髪
o
ω
ω
目
①
『
’
■
I
O
二
§
雨
卜
鳶
ミ
b
昌
ミ
軋
串
S
§
♪
ω
①
o
o
■
」
①
匹
．
O
肖
h
o
『
｛
印
↓

O
－
四
『
o
目
o
o
目
、
『
①
ω
9
－
o
o
o
〇
一
〇
．
H
ω
⑦
1

＝
一
』
目
9
0
J
§
雨
ト
ミ
ミ
葛
ミ
b
S
e
“
軋
串
s
§
♪
く
o
｝
．
－
O
メ
H
o
『
O
凹
↓
0
5
『
o
目
O
o
目

？
窃
ω
し
㊤
竃
ら
ー
蓬
．
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＝
目
冒
9
U
J
b
ミ
ミ
ミ
吻
s
§
軸
§
｝
秦
ミ
ミ
§
§
q
ミ
雨
；
吊
§
§
秦
亀
ミ
s
ミ
ミ
ミ
轟

§
“
、
ミ
ミ
ミ
s
ミ
き
§
貧
o
。
さ
ω
．
前
掲
邦
訳
、
一
七
八
頁
。

§
ミ
ら
．
N
3
．
前
掲
邦
訳
、
一
〇
八
頁
。

さ
ミ
ら
』
8
■
前
掲
邦
訳
、
一
二
一
頁
。

§
ミ
ら
』
違
．
前
掲
邦
訳
、
七
三
頁
。

き
ミ
ら
』
㊤
o
。
．
目
」
．
前
掲
邦
訳
、
一
七
一
頁
。

　
葭
■
昌
ρ
b
。
㌧
ミ
§
ぎ
軸
曳
き
§
§
き
“
曽
§
一
碧
．
ω
o
。
㌣
㊦
．
前
掲
邦
訳
（
三
）
、

一
六
五
－
六
頁
。

§
ミ
ら
．
彗
9

き
ミ
ら
．
竈
o
。
．

≧
冨
ぎ
一
〇
．
o
j
§
．
h
キ
ら
o
」
轟
－
彗
．

　
入
江
重
吉
「
理
性
と
感
性
－
モ
ラ
ル
セ
ン
ス
」
一
入
江
・
亀
山
・
牧
野
著
『
理

性
・
感
性
・
白
由
』
所
収
、
三
和
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
一
、
一
二
三
：
八
頁
。

＝
自
昌
9
U
二
b
ミ
ミ
ミ
｝
s
ミ
雨
§
｝
鳶
ミ
ミ
§
§
q
ミ
“
這
§
き
s
的
§
軋
s
ミ
ミ
ミ
鳶

§
雨
キ
“
ミ
s
、
婁
ミ
き
§
貧
o
．
～
㊤
o
o
’

拙
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
社
会
科
学
の
基
礎
」
、
二
三
五
－
六
頁
参
照
。

　
匡
■
昌
9
U
l
一
』
ミ
§
“
ぎ
県
き
§
亀
昌
き
、
ミ
雨
j
暑
．
ω
崖
－
ド

　
＝
彗
昇
』
－
＞
二
§
－
ミ
．
ら
ー
3
．

葭
目
目
9
b
二
㌧
ぎ
ミ
｝
亀
、
ミ
ミ
§
亀
ミ
＞
ミ
ミ
ミ
ニ
P
ω
ま
．

さ
ミ
j
o
」
o
o
ω
ー

き
ミ
ら
。
署
o
．
前
掲
邦
訳
一
三
）
、
一
四
四
頁
。

き
ミ
ら
・
彗
H
・
前
掲
邦
訳
（
三
）
、
一
四
四
－
五
頁
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
同
様

な
原
理
か
ら
以
下
の
よ
う
な
現
象
が
起
る
と
い
う
。
「
同
様
な
原
理
か
ら
我
々
は
、

我
々
の
面
前
で
愚
か
な
行
い
を
す
る
者
の
行
為
を
〔
他
人
事
な
が
ら
〕
赤
面
す
る
。

し
か
も
、
本
人
白
身
は
少
し
も
差
恥
心
を
示
さ
な
く
、
己
が
愚
行
を
少
し
も
意
識
し

な
い
よ
う
に
見
え
る
と
き
す
ら
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
は
共
感
か
ら

生
ず
る
。
但
し
そ
れ
は
偏
し
た
種
類
〔
の
共
感
〕
で
、
対
象
の
一
面
だ
け
を
視
て
、

反
対
の
結
果
を
も
つ
他
面
を
考
え
な
い
。
そ
し
て
も
し
他
面
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、

最
初
に
現
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
起
る
情
感
を
全
く
滅
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
（
き
ミ
同

右
一
。
更
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
逆
境
下
で
の
無
関
心
と
無
感
受
性
と
が
、
逆
境
に
在
る

者
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
憂
慮
を
増
す
こ
と
は
、
こ
の
無
関
心
が
徳
と
度
量
と
か
ら
生
じ

な
い
時
で
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
そ
の
例
と
し
て
、
英
国
王
エ
ド
ワ
ー

ド
五
世
の
幽
閉
と
拭
虐
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
対
比
一
8
巨
轟
竺
と
い
う
概
念

で
も
っ
て
こ
の
間
題
も
論
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
エ
ド
ワ
ー
ド
五
世
の
「
欄
れ
な

状
況
を
熟
知
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た
状
況
に
一
般
的
に
伴
う
情
念
で
あ
る

悲
嘆
の
生
気
あ
る
観
念
を
、
延
い
て
は
悲
嘆
の
感
覚
的
気
持
を
、
抱
か
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
当
の
人
物
そ
の
も
の
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
安
堵
及
び
無
関
心
と
の
対
比
に
よ

っ
て
、
前
記
の
観
念
は
い
よ
い
よ
生
気
を
増
し
、
感
覚
的
気
持
は
益
々
強
烈
に
な
る

の
で
あ
る
。
お
よ
そ
対
比
は
、
い
か
な
る
種
類
に
せ
よ
、
想
像
を
動
か
さ
ず
に
は
決

し
て
い
な
い
。
特
に
、
主
題
が
〔
自
己
の
う
ち
に
〕
対
比
を
表
す
と
き
は
、
想
像
を

動
か
さ
ず
に
は
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
想
像
に
、
憐
欄
は
完
壁
に
依
存
す
る
の
で
あ

る
。
」
一
き
ミ
同
右
一
。


